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　　ロシア極東の朝鮮人

一ソビエト民族政策と強制移住一

隅　　奈津子

序　　論

　なぜ多くの朝鮮人が中央アジアにいるのか。朝鮮人に関するソ連の研究は、こく最近まで

その問いに正面から答えてこなかっだD。ゴルバチョフ政権によるペレストロイカの時代に、

それまで見ることができなかった公文書館の資料が公開され〔2｝、朝鮮人たち臼身も活発に発

訳するようになってようやぐ　｝、強記移住を中心に多くの事実が明らかにされてきた。

　1980年代詠以降、とりわけ連邦崩壊後は、ロシアおよび中央アジアでいくつかの新しい

研究が発表され、帝政ロシア時代、強制移住後のカザフスタンやウズベキスタンでの生活、

サハリンを含めた極東における逓史など、扱う時代や地域も広がりを見せてきている｛の。

西側ではすでに1950年代から、朝鮮人の強制移住をとりあげた研究が発表されてきたが51、

ロシア極東への移住開始から強制移住までをはじめて詳細に描き出したのは、和田春樹の論

文であった｛6｝。本稿は、その後刊行されたものや現地の新聞など新しい資料を数多く利用し

ているが、朝鮮人社会がたどった歴史の基本的な流れは、秘＝1二｛論文に依拠している。

　本稿では、帝政時代のロシア極東への移住や強綱移住後の【二｝襖アジアでの生活について触

れることはせず、極東でソビエト政権が最終的に樹立された1922年から、朝鮮入が中央ア

ジアへ追放される1937年までを対象とする。まずはじめに、20年代のロシア極東における

朝鮮人移民のll八難な生活と土地・国籍問題をとりあげ、次に農業集団化とその過程で朝鮮人

たちがこうむつた差別および当局側の対応をあきらかにする。さらに20年代末から30年代

にかけての北方への民族差別的な移住政策に触れたうえで、最後に強制移住がどのように行

われたかを詳しく見ることとする。本稿ではとくに、ソビエト政権樹立時から一一貫目て存在

する朝鮮人に対する当周側の不信が、37年の強制移住に結び付くさまを明らかにしたい。な

お、ロシア極東の朝鮮人社会を見る場合、朝鮮独立運動との関係は極めて二一であるが、本

稿では扱わないの。

　ロシア極東の行政区域は、歴史上極めて複雑な変遷を経てきている。本稿が扱う時代に

は、極東全体を含む行政区域として極束州・極東地方、朝鮮人が多く住んでいた極東南部を

含むものとしては沿海州・・H四MOPCKa5夏06πaCTb＞〉・沿海県・ウラジオストク管区がある。ま

た、日本海沿岸地域は「プリモーリエ・〈BPUMOPbe＞＞」と呼ばれ、日本ではこれを慣用で「沿

海州」と轡うことが多いが、本稿では「プリモーリエ」を適宜当時の行致区域名にあてはめ

て訳繊し、それが不可能な場合には行政上は存在しない場合も「沿海州」とした｛81。

一163一



岡　奈津子

1．1920年代の灘シア極東における朝鮮人

（1）朝鮮人農民の経済状態

　ロシア極東に朝鮮人がはじめて現れたのは、1860年代のことといわれている。初期の移

民は、祖睡1で飢饅に襲われ、生活の糧を求めて沿海州にやって来た人々であった。1910年、

E体が朝鮮を植民地化すると、その政治的・経済的圧迫を逃れ、より多くの朝鮮人がロシア

領に流入して来るようになった。

　ロシアに移住して来た朝鮮人はその大部分が農業に従事していたが、彼らにとって最も深

刻な問題は、その大部分が土地を持たないか、わずかな土地しか持っていないことであっ

た。多くの朝鮮人の経済状態は惨めなもので「次の収穫まで食：糧が足りないこともしばし

ば」｛9｝であった。

　圭923年、極東州の朝鮮人人口はH万280人で、州全体の7％を占めていた〔1G｝。また別の

データによると、同年、極東州には9万561人の朝鮮人農民がおり、州全体の農村人口のお

よそ8％を占めていたが、なかでもその南部に集中していた。朝鮮入が農村人口に占める

割合は、州南都の沿海州では21％、さらに沿海県南部のウラジオストク郡とニコリスク・ウ

スリースク郡の平均では49％にのぼっていた。一方、ウラジオストク郡の農家一世帯あたり

の年間収入は、ロシア人466．5ルーブルに対し、朝鮮人はわずかに159ルーブルで、両者の

あいだには大きな格差があった曲。

　1922年12月1日から施行されたロシア共和国土地法典は、国内の私的土地所有を廃止し

て土地を国有化し、土地を自分で耕作する国民には無期限の土地利用権を与えると定めてい

た。これに従えば、ロシア国籍を持つ朝鮮人はロシア人と岡様に土地を分与されるはずで

あった働。

　1923年現在、沿海県の朝鮮人10万6817入のうち、ロシア国籍を持つ者は3万4559人、持

たない者が7万2258人であったd3）。当時沿海県では、朝鮮人の全世帯1万7226のうち、播

種地を持つ農家は1万5253世帯あったが、そのうちの玉万183玉世帯（全体の77．6％）は土地

を賃借していた闇。国籍を取得していた者が全体の32．4％であるから、ロシア匡i籍を取得し

た者でも面分の土地を持たない朝鮮人がかなりの数にのぼっていたのである。

　また玉924年8月、ポシェット地区党書記であるアファナーシー一・キムが沿海県朝鮮人労

働者大会で行った報告によれば、沿海県の全農民が保唇する403万デシャチーナのうち、朝

鮮人のそれはわずか4万3095デシャチーナであった〔15｝。

　このように、朝鮮人は土地法典の恩恵を十分に受けていなかったが、その一方で土地法典

の導入は、土地なしの朝鮮人農民に別の新たな問題を引き起こした。法典が、土地の占有は

勤労利用権に棊ついてのみ認められるとしていたため、それまで朝鮮人に土地を貸していた

ロシア人農民が、小作に出すのをやめて自分で耕作し始めたのである。ハン・ミョンセ（後

述）によれば、多くの場食、それは「階分の土地を失わないための見せかけの行為」であっ

たが、朝鮮人は生計を立てる手段を奪われてしまったのであった⑯。

　このような事態に対処するため、極東土地管理局は1923年3月、朝鮮人に土地を貸して

いたロシア入農家に対し小作期間の延長を命じた〔1乃。しかしそれも完全には実行されず、小

作がやみで行われるようになり、その条件はいっそう悪化した。この結果、沿海県の朝鮮人
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の7割が、秘密裏に隷属約な条件で烹地を借りることを余儀なくされ、また生活の手段を

失った5000人もの朝鮮人が、ロシアを去って満州へ逃れたという㈹。

　1929年の春から夏にかけてウラジオストク管区で実施された調査によれば、岡管区の朝

鮮人人臼は玉5万795入、3万1731世帯で、そのうち農家が12万9673人（全体の86．0％）、2

万3282世帯であった。国籍の有無については農家のデータしかないが、ソ連国籍の者が占

める割合は48，4％、外学籍が5至．6％であった。そのうち二分の分与地を持っているのは、ソ

連籍の595％、外国籍の玉0．1％で、全体では31．1％に留まっている。また、土地を持たず農業

労働者として働いているのは2811世帯で、全朝鮮人世帯の89％を占めていた（19｝。

　ほかの管区でも、事態はあまり変わらなかった。1927年に開催された第2剛極東地方ソ

ビエト大会で発醤したある朝鮮人代議員によると、極東全体では1万8000世帯以上が土地

を持っておらず、最近1年間に土地を受け取ったのは814世帯にすぎなかった⑳。またア

ムール管区の代議員は、同管区の朝鮮人たちは移住してきて30年になるが、1デシャチー

ナの土地すら持っていない、と不満を述べている。「われわれのところの朝鮮人住民は力尽

き、これからどうしたらよいのかもわからない」。地元の土地管理局から穀物の配給を受け

るほど、生活は困窮していた⑳。

　また甥の代議員は、土地問題に関する政府の無策を次のように非難している。

　「1923年以来、朝鮮人村の唯一の話題は土地のことであった。沿海州にソビエト政権が立てられた

時、朝鮮人にもロシア人と同じく土地を与えると欝われたが、今までそれは行われていない。その

ような状況のため、我々朝鮮人の活動家は村で権威を失い、まぎれもない嘘つきと思われている。ソ

ビエト化のはじめに朝鮮人に約束されたことが実行されていないために、朝鮮人は飢餓の淵に立っ

ている」（22）。

　一方朝鮮人は、20世紀初頭から米作農民として注閣を浴びるようになっていた。ロシア

極東における米作の歴史は比較的浅く、そのはじまりについては諸説あるが、米を最初にも

たらしたのは朝鮮人であるという点ではほぼ一致している伽。

　ロシア極東の米作は、いわゆるシベリア出兵のさいに進駐した日本軍の食糧として、米に

対する需要が高まったことから発展した。日本軍の撤退後、一時的に水田颪積は減少した

が、以下の表に示されるように、20年代後半には急増した。

ウラジオストク管区の水田面積（単位ヘクタール）丁

年 1918 1919 1920 1921 1922 1923

水田面積 8 328 1，636 6，560 9，830 7，978

年 1924 1925 1926 1927 1928 1929

水田面積 6，560 8，196 10，235 i3β95 17，900 玉7，855

　米作の急激な発展の背鑑には、小麦やライ菱の2倍以上という米の価格の高さがあった（25）。

しかしこのことは、米作のノウハウを持つ朝鮮人にとって、必ずしも萄利に働いたわけでは

なかった。
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　ソビエト政権のもとで極東の経済復興事業がはじめられると、市や地区の行政当局は米作

牧入が高いことに目をつけ、試験的に潅灘施設を造ったところ、成果は上々で建設費用もす

ぐに1二又できたため、米作用の水利事業はますます盛んに行われるようになった。しかしこの

結果、米作農民と農場の所有者である地方国家機関とのあいだに「新しい関係」が生まれた㈹。

地区執行委員二等は事実上大地主と化し、「朝鮮人から賃貸の汁を吸う運ことにより略奪的

利益を得るようになったのである⑳。

　1920年代の米作を支えていたのは、朝鮮人の手作業であった。

　「水瞬の種蒔き、除草、収穫は手で行われ、耕作だけは朝鮮牛を使った非常に原始的な黎が使用さ

れているが、それさえしばしば鍬の手作業にとってかわられる。仕事の大部分は、腐った有機残存

物と辛く有害な蒸発に耐えつつ、水中で行われる…一・。このような条件下では、米作を支えること

ができるのは非常に控えHな黄色入鍾の労働力だけである」㈹。

　ウラジオストク管区では1928年、全水団の744％が小作地であったが、国営地（全体の

41．0％）に限れば、その割合は97．6％に達していた。賃貸契約はふつう一季ごとに行われ、多

くの小作人は毎年小作地を移動した。また、通常の賃貸料は収穫の4分の1であったが、水

田の所有者が自ら開墾した土地を貸した場含はその半分とされた⑳。

　帝政時代、ロシア人や同胞の地主に苦しめられた貧しい朝鮮人たちは、ソビエト政権の樹

立によって新しい時代がはじまり、それまでの隷属的状態を脱することができると期待して

いた。しかし彼らの望みは、新政府の土地改革によっても達成されなかったのである。

（2）国籍問題

　ロシア極東に移住して来た朝鮮人にとって、日本人は祖国の独立を躁回した敵であった。

また革命ロシアにとっても、日本は侵略者であった。ソビエト政権を打倒するための干渉戦

争に加わった諸外国のなかで、日本は最も長期にわたる軍事干渉を行ったのである。玉918年

8月、口本軍はウラジオストクに上陸を開始したが、20年になって他国が引き揚げたあと

も、居留民保護を名目に極東に居座り続けた。

　日本が出兵に執拗にこだわったのは、大陸への勢力拡大のほかに、三三における朝鮮独立

運動の阻止を狙っていたからでもあった。口本軍はロシアの革命指導都と朝鮮独立運動に大

弾圧を加え、とくに朝鮮人に対しては、村を襲撃し住民を逮捕し、民族学校や新聞社を焼き

払った。このときロシア極東の朝鮮人は、日本の侵略に対抗すべく立ち上がり、またソビエ

ト政権樹立のために闘った働。

　しかしその一方で、口本は朝鮮人の三々に糊ヨ組織をつくり富裕な朝鮮人をその会員とし

たほか、占領機関や水産業などで朝鮮人を積極的に雇用した。また沿海州には、日本軍へ物

資を納入するため、朝鮮からたくさんの業者が流れ込んで来た。これらの朝鮮人たちは「日

本人の庇護のもと、ロシア人住民を零落させ、ロシア人と朝鮮人のあいだの憎しみを極限ま

で増大させた」ともいわれている〔3D。

　日本側に協力する朝鮮入が現れた二二には、帝政ロシア時代の民族関係が影を落としてい

た。極東に移住して来た貧しい朝鮮人農民は、ロシア人地主の搾取にあえいできた。そのた
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め朝鮮人の一一部は「［二材∫人の保護を利用して、革命以葡にロシア人から受けた侮辱、弾圧、

はずかしめすべてに対する仕返しをしょうとした」のであっだ32｝。

　日本軍は1922年101：1に最終約に撤退し、極東ではソビエト政権が樹立され、親1乱i組織は

消滅した。しかしその後もロシア人と朝鮮人のあいだの緊張した関係は解消されず、そのこ

とは朝鮮人への1週籍付与問題に甥彰響を及ぼした。

　帝政ロシア時代岡岬、ソビエト政権一ドにおいても、國籍を持たずにロシアに滞在する朝鮮

人は居住許可証の購入を義務づけられていた〔33｝。しかし小作料の支払いに加えてさらにそれ

を買う余裕がなく、非合法に滞在する者もいた。小作人や雇農として隷属的な条件に目‘んじ

ていたのは、とりわけそのような人々であった醐。この問題を解決するには國籍取得が不可

欠であり、それによって朝鮮人たちは制約な地位の安定を得るとともに、ロシア人と対等に

土地を分与されるはずであった。

　1923年、臨時統治機関である群雨革命委員会は各県の執行委員会に「朝鮮人のソ連園籍

移行希望願の審査に関する特別委員会」を設立したが、作業を進めるうち、朝鮮人の大部分

が園籍取得に必要な一連の形式を満たすことができないことが判明しだ：死そこで極東革命

委は24年、18年以前に極東へ移住してきた朝鮮人労働者については、提出書類の…一部や｝三i］

紙税の免除等によって乎続きを簡略化した〔36｝。23／24会計年度には、この委員会を通じて2000

世帯以上が国籍取得を認められたという㈱。

　しかし実際には、当局は内戦期およびそれ以降に移住してきた朝鮮人の帰化にはやや慎璽

であったようである。優先的に圏籍を与えられたのは、共産柔義者、旧パルチザン、議員や

土地を分与されている朝鮮人で、20年代後半になっても8万3000人以上の朝鮮人が圏籍を

得られずにいた〔381。1926年の全朝鮮人人口は16万8009人であるから、外F珪1籍ないし無岡籍

の朝鮮入は全体のほぼ」1三分を占めていたことになる69｝。

　これについてハン・ミョンセ朝鮮共産党中央ビューロー委員働は、プシェニツィン沿海

県党委員会書記が朝鮮入の国籍取得に反対していたため、それが遅れたと述べている。彼に

よればプシェニツィンは、19玉8年以降、日本の干渉以後にロシアに来た朝鮮人のなかに、親

日的分皿がいることを示唆した発需を行っている〔4D。また党極東ビューローも、朝鮮人の国

籍取得がr日本との外交関係に困難をもたらす」と考えていただけでなく「干渉戦争の時、

臼軍の勢力下で、日本の軍国主義者と関係のある政治的危険分子が［沿海］州に侵入してき

た」として、朝鮮人を危険評していた働。

　玉922年12月26日、ハンはロシア民族問題人民委員へあてて「沿海県の朝鮮人芋酒の状況

に関する簡潔な報告書」を送り、次のような提案をしている。

　「朝鮮共産党のド｛接の指導のもとで、民族・文化的自治単位に組織された沿海県の朝鮮人こそが、

日本のスパイの根元地の一掃と、「i本の干渉によって鞄落させられた朝鮮人の階層の健在化を、率

先して行わなければならない……

　i…1本の軍醸注義者と資本家の隠密な陰謀をすべて瞥視できるのは……ソビエト権力の指導をうけ

た朝鮮人住民自身の党・行政機関のみである」働。

一方、極東地方執行委員会のある朝鮮人問題全権委員が1923年1月、ハンにあてた手紙
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には、党極東ビューローが1922年12月「すべての朝鮮人は沿海州から國外へ、あるいはア

ムール州かザバイカル州へ移住させるべきである」との決定を採択したため、いかなる霞治

領域の話もできなくなった、と書かれている㈹。

　このような情報を得たためであろう、1923年1月18口、ハンは再び民族問題人民委員に

あてて手紙を送った。

　「ロシア共産党中央委員会極東ビューローは、すべての朝鮮入を沿海県から移住させるよう命じた。

これはばかげたことだ。動機は、極東で朝鮮人を通じて瀾本の影響が広まっているからだという。

我々はこのことをよく知っており、この現象と闘う問題を真っ先に掲げた。しかしこのためには、沿

海県からの朝鮮人大衆すべての『移住』ではなく、組織された、目的にかなった闘争が不可欠なの

である」㈲。

　また彼は1924年5月、沿海県の朝鮮人について報告したなかで、再び以下のように主張

している。

　「沿海県における朝鮮人問題の最も急進的な解決は、朝鮮人に領土的な、州レベルの自治を与える

ことであろう。すなわち、朝鮮人が集住している三つの地区（ポシエヅト、スーチヤンおよびスイ

フン）を朝鮮人郡または地区にし、州都はウラジオストクにする。岡目は、朝鮮人が極東全体に分

散していること、すべての朝鮮人がヤ分な土地を持てるように領域の境界を定めるのが困難である

こと、ロシア人との土地関係が複雑になっていること……などである」働。

　これと同じころ、コミンテルン執行委員会東方部でも、朝鮮人自治領域創設問題がとりあ

げられていた。1924年5月、朝鮮人問題について話し含われた会議では、「朝鮮人自治コ

ミューン創設」について、プシェニツィン沿海県党委員会書記、ガマルニク沿海県執行委員

会議長、リ・ヨンセン沿海県党委員会高麗部書記の報告を受け、次のような結論を下してい

る。

①朝鮮人自治州の創設は、ロシア極東にとってのみならず諸外国（日本、朝鮮、中国、満

　州）に対し政治的に極めて重要な意味を持つ。

②朝鮮人丁丁の急進的解決に伴う困難について、プシェニツィン同志とガマルニク同志

　の考えでは、これらの困難は非常に深刻ではあるが、決して克服できぬものではない。

　自治州を早急に創設することは、現時点では時宜をえないが、その創設を真鋼に、回り

　強く準備することは可能でありまた必要である。

③準備的作業は、まず第一に朝鮮人に対する土地分与問題を解決することである。した

　がって、土地分与作業を拡大し、移住問題を調整しなければならない。

④また同時に、行政的・法的問題、とくに沿海県の朝鮮人住民をロシア国籍に移行させ

　る問題の解決が不可欠である〔47｝。

1920年代、新たな移民が次々と押し寄せてくるなかで、ロシア極東は国境地域に大学の
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外傘茸朝鮮人を抱えていた。ソビエト政権は一部の朝鮮人に睡1籍を付与したが、すべての朝

鮮人の帰化には消極的であった。その背景には、新参の移民がソビエト政権に忠実でなく、

親口的危険分子なのではないかという懸念があった。その一方で、朝鮮人に岡籍を与え、さ

らには自治領域を．写えることが、1理外共産主義運動の観点からも重要であり、それに向けて

努力すべきであるという意見もあった。

　この国籍問題は、国際情勢が緊迫化するなかで朝鮮人の移民が禁止されるに伴い、最終的

に解決されることになる。これについては第3節で詳しく述べることとする。

2．農業集団イヒ

（1）農業集団化と朝鮮人

　1920年代の終わりには、依然として発展途上にあった農業の改革が、ソ連にとって大き

な課題となっていた。27年12月に開かれた第15回党大会は「農民のさらなる協岡組合化を

基に、零細農家を大規模な生産（農業の集約化と機械化に基づいた集獺的土地利用）へ漸次

的に転換」させることを寅需し｛48）、これをきっかけに農業集団化は本格的な幕を開ける。さ

らに29年11月の党議紅型墨会総会後、ソ連全土で全画的集団化が開始され、極東もその嵐

のなかに巻き込まれていった。

　その大多数が貧しい農民であった朝鮮人たちにとって、農業集団化は大きな意味を持って

いた。1930年9月、地元紙『太平洋の星』に掲載された「朝鮮人問題の徹底的解決」と題

する論文は、朝鮮入の集団化の特徴を次のように論じている。

　「朝鮮入の農業の経済的遅れと組織化されていない分断状態を抜本的に変える手段となるのは、貧

農・申農大衆の集団化である。朝鮮人の集麟化は、さまざまな民族的特質や、民族間関係から生ず

る一連覇要因によって、必然的に困難なものとなっている。これらの特質は、依然として強いクラー

クの貧農・中農大衆への影響力、朝鮮人の農村はクラーク的・搾取的分子を排出しない純粋な社会

的集図であるという偽りの論理、朝鮮人の農業の大難な文化的遅れ、政権やロシア入全体に対する

民族的不信、そしてH常的・宗教的偏尭に見られる」。

　ここでは、朝鮮人のなかにクラークが存在しないと考えるのは「偽りの論理」であると述

べられている。確かに、なかには同胞を雇う朝鮮人地主もいた。しかし朝鮮人の多くは貧農

階級に属しており、その彼らが集団的土地所有に与えられた特権を利用して、土地を得よう

としたのは当然であった曲。とはいえ朝鮮人にとっても、集団化はすべて自由意志のもとに

行われたわけではなかった。この論文ではさらに次のように述べられている。

　「集団化の過去の実践においては、これらの特質は多くの党機関によってあっさりと忘れられ、必

要な警戒も注意も払われなかった。命令的指導、強制、コルホーズの最も単純な形式の省略、匝大

マニア、全画的集國ヒと無関係なクラーク撲滅、純粋な朝鮮人コルホーズの創設の禁止、個人農の

軽視一これら周知の逸脱が、とくに朝鮮人地区（ポシェット、スーチャン、ボクロフカ、ハンカ）

で見られたのである」衡。
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全薩的集団化の時期に犯されたr逸脱」について、ベレペチコ極東地方党委員会責任書記

は次のように述べている。

　「ハンカ地区のいくつかの朝鮮人村では、次のような宣伝が行われた。お前たちには三つの道があ

る。中圏に逃れる一あちらでは飯餓と屈辱、隷属が待っている。この道は塞がっている。第二の道

は、シンダ地区への移住だ。そこには住居も食糧もなく、ブヨとあらゆる病気が待っている。この

道も塞がっている。残るのは唯一、第三の道のみだ。これはコミューンだ。そこでは問題なく暮ら

していくことができる」〔5D。

　また、朝鮮人の側にロシア人不信があったのは無理もないことであった。ロシア人が朝鮮

人農民に対して強い偏見を持っていたからである。「東洋人農民の大多数（雇農、貧農、中

農）は今だに非常に後れているので、彼らの集団化などは話にもならない」。「朝鮮人農民は

労働生産性が低く、コルホーズをめちゃくちゃにするだけだ」62）。このような偏見に基づく

差別は、朝鮮入が集団化を拒否したり、コルホーズを脱退する原因となった。

　1930年8月、ニコリスク・ウスリースクで、極東地方朝鮮人コルホーズ員大会が開催さ

れた。この大会には、56のコルホーズから67の代表が参加した。

　大会では、ペトロフ極東地方コルホーズ同盟理事が「朝鮮人コルホーズの状態とその当面

の課題」という報告を行った。それによれば、アムール、ニコラエフスク両管区を除く極東

地方には、7500世帯からなる89の朝鮮人コルホーズがあり、全体の30％が米作コルホーズ

であった。

　朝鮮人代表の多くは、朝鮮人コルホーズへの差別問題をとりあげた。以下は、ウラジオス

トク管区の代表の周回である。

　ハンカ地区の「星」コルホーズは、トラクターはもとより種蒔機を一台も持っていない。

それなのに「星」コルホーズよりも遅く結成された隣のより小規模なコルホーズは、あらゆ

る機械類を持っている。ウラジオストク管区のコルホーズに分配されたトラクターは全部で

300台だが、管区の全コルホーズの4分の3を占める朝鮮人コルホーズが持っているのは

たった4台である。

　チェルニゴフカ地区では土地整理員が故意に、ある朝鮮人コルホーズの土地にまったく役

に立たない丘と沼を割り当てた。「赤い農夫」コルホーズは、極東国立大学の管轄下にある

土地を借りているが、石が多く、プラウでも耕せないような土地である。それなのに大学側

は、1ヘクタールあたり60ルーブルの賃貸料を巻き上げている。

　このような発言を背禦に、朝鮮人コルホーズ員大会は「朝鮮人コルホーズに十分な配慮を

払わない地区コルホーズ同盟の一部が持っている排外主義的傾向と、容赦なく闘わねばなら

ない」と野鄙した⑬。

　ここで当時、地元紙にさかんに掲載された朝鮮人への差別問題を、さらに翼体的にとりあ

げてみよう。

　朝鮮人からなるスーチャン地区のスターリン名称コルホーズには、五つのばらばらの分与

地が割り当てられたが、そのうち四つはスーチャン川の対岸にあり、コルホーズ員たちは川
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をボートで越えていかなければならなかった。しかも二つの分与地は水害に兇舞われていた

ため、コルホーズはこのような措鷺に抗議した。しかし地区の土地整理員はrロシア人個人

農がそう望んでいるのだ」と説明し、また水害にあった土地は「ヒエなど丈夫な作物を植え

る朝鮮人に割り当てるのが妥当だ」と公醤してはばからなかった髄。

　一方、スイフン地区のコルホーズ「第三インターナショナル」はロシア人66人、朝鮮人

89人からなり、rスイフン渓谷」は27世帯中、1i世帯が朝鮮人であった。これらのコルホー

ズで朝鮮人は苦労して米を作っていたが、ロシア人からは「朝鮮人は怠け者だ」「働くこと

もできないし、働こうともしない」と轡われ続けていた。

　「第三インターナショナル」では、小麦や砂糖などの配分は朝鮮人に極めて不利であった。

コルホーズ管理部には朝鮮人は一人しかおらず、しかも食糧の分配などに関する決定からは

いつも除かれていた。1930年の夏には、配給を受けられなかったことを理由に、朝鮮人9

世帯がコルホーズを脱退した。

　また「スイフン渓谷」では、あるコルホーズ員が朝鮮人にロシア入と同じバケツで水を汲

むことを禁じたり、集会で二四の朝鮮人を強制的にコルホーズから脱退させる決定が下され

たりした。「スイフン渓谷」のある朝鮮人コルホーズ員は、次のように訴えている。

　「我がコルホーズの管理部はロシア人だけからなっているため、朝鮮人をいつも抑圧している。た

とえば食糧分躍の時でも、ロシア人には良いものを与え、朝鮮人には悪いものを与えている。ソバ

の分配でも岡じだ。私の家族は6人だが、5人分しかもらっていない。我々が幾度となく苦情を述

べても管理部は無視している」。

　このような状況を1≒1にした朝鮮人の個人農たちは、コルホーズで暮らすのも悪くないが、

ロシア人がいないことが条件だ、と述べている｛55）。

　1920年代末に至っても多くが土地を持たなかった朝鮮人農民は、集団化によって結果的

にその経済状態が陶上した。しかし朝鮮人の集1製化においても、ほかの民族と同様に、さま

ざまな強制的手段が用いられた。それに耐えかねて、国外へ逃れる朝鮮人も続出しだ56｝。

一方、集団化を受け入れた朝鮮人農民にも、困難が待ち受けていた。彼らはロシア人のいる

コルホーズでは必ずしも歓迎されず、さらに全面陶集団化期には朝鮮人のコルホーズ運動そ

のものが、あからさまな差甥を受けたのである。

（2）党の民族政策と蓬別解消への努力

　1930年5月に開催された第101期極東地方党協議会でベレペチコは、依然として東洋人労

働者に対する態度には目に余るものがあり、大国主義的排外主義＜＜Be胆KOAepx〈aBHb薗斑。－

B洲K3M＞〉は党および労働組舎組織からの反撃にあっていないと指嫡し、これらの階級敵に

よる排外主義的攻撃と闘うには、教育的措遣と並んで、最も厳格な懲罰措置をとる必要があ

ると述べている励。

　また極東地方党委員会ビューローは同年玉2月軸心、民族政策に関する決議を採択し、東

洋人労働者のあいだの活動状況について話し合うこと、通訳をつけることによって彼らを党

集会に積極的に参加させること、東洋人の党員を増やすことなどを各管区、了1∫、地区の党委
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員会に命じている。また民族間の不平等な労働条件の是正、食糧の正しい分配の点検など

が、しかるべき機関に義務づけられている68）。

　しかし30年12月10r＝1付の運プラウダ」は「聞き入れられない警告」と題した記事のなか

で、以前同紙が「極東において党の民族政策をあからさまに歪曲した事例」について警告し

たにもかかわらず、実際には改善が見られないとして、極東地方党委員会を批判している69）。

　極東地方党委貴会ビューローの決議は、1930年6月に行われた第玉6回党大会の決定に基

づいて出されたものであった。この党大会は大国主義的排外主義との闘争を掲げ、レーニン

的民族政策の実行、民族的不平等要因の除去、ソ連邦諸民族の文化の大いなる発展への注意

を強化するようすべての党組織に命じていた〔6　｝。

　このような「大ロシア主義」との闘いは、すでにソ連邦結成当時から党の最：璽要課題の一

つとして掲げられていた。しかし、極東の朝鮮人との関連においてそれが盛んに論じられる

ようになったのは、地方紙を見る限りでは、30年代初頭になってからのことである。

　1931年2月には、極東地方党委員会・統制委員会倉岡総会が、民族問題に関する決議を

発表した。決議は、大国主義的排外主義の清算のためには、労働者の国際主義教育を強化す

るとともに、排外主義者に対する裁判・懲罰措置を強化・拡大しなければならないとして、

厳しい態度で臨むようすべての党組織に求めている。また朝鮮人の集［癌化については「朝鮮

人貧農・中農の集団化は非常に大きな意昧を持っており、コルホーズ同盟、機械トラクター・

ステーションそのほかすべての組織は、朝鮮人コルホーズに対する融資、機械・技術および

種子の援助にとくに注意を払わなければならない」と述べられている｛6D。

　また中央では、ソ連邦コルホーズ・ヅェントル管理部が1931年4月、極東地方における

朝鮮人の集団化について報告を受け「朝鮮人の集団化の著しい発展、米・工芸作物作付面積

の増加、コルホーズ大衆の積極性の高揚を確認」した。しかしそれと同時に管理都は、朝鮮

人のコルホーズ建設において「多くの最も深刻な欠陥と過ち」が犯されたこと、極東の地区

組織が朝鮮人コルホーズに晒己慮と援助をまったくしなかった」ことを指摘している。

　そのため管理部はr地区組織職貴の大国室義的排外主義」に対し継斤固とした措置をとら

なかった」樋束地方コルホーズ同盟を戒告処分にするとともに、春蒔きの時期までに朝鮮人

コルホーズに野地を与えること、ウラジオストク管区土地管理局の壷網者を告訴すること、

また岡盟の管理部に2人以上の朝鮮人を加えることを命じた。

　さらに「朝鮮人住民が多数を占める地区でコルホーズ機構の朝鮮響く＜Kope舶a照H＞〉を行

い、ポシエヅト、スイフン、スーチャン、ボクロフカ、グロデコヴォ、オリガ、シュコト

ヴォ、ハンカの各地区では、地区コルホーズ同盟管理部の議長あるいは副議長に朝鮮人を選

出しなければならない」とも述べられている〔621。

　このように極東の少数民族、とくに朝鮮人や中國入に対する差別問題がしきりにとりあげ

られたのはなぜだろうか。

　まず第一には、政治的理由があげられる。極東での民族問題の解決は「隣接する匡隊一中

国および朝鮮一における革命運動の発展に極めて薫要な役割を果たす」と考えられていたの

である〔63｝。

　たとえば、弓懸のポシェヅト地区党書記アファナーシー・キムは、ソ連が国境を接してい

る中国と朝鮮の多民族からなる人々は、賦下世界唯一のプロレタリアート祖国としてソ連を
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見ているのだから、【網劃人や朝鮮人に対する差別的傾向はよりいっそう危険なものである、

と指摘している｛64）。また1931年2月に開催された極東地方教師大会では「教育問題におけ

る党の民族政策について」という報告のなかで、「民族問題における我々の成功一つ一つが、

外国帝園主義への大いなる脅威」であり、それが「回外に住む中国と朝鮮の労働者に革命的

影響を強く及ぼしており、彼らを資本との闘いに動員している」と述べられている㈹。

　ここでいう「外回帝匡じド義」には、当然H本も含まれるのであろう。ロシア極東における

諸民族の共存が寅伝される背娯には、朝鮮を植民地化し満州の占領をもくろみ、朝鮮人と中

園人を抑圧する日本の政策の不当性をアピールする意図があったものと思われる。

　党が差別解消にのりだした背景として次に考えられるのは、経灘i腿ll由である。「東洋人

労働者」と呼ばれた朝鮮人と中瑚人は、極東経済に璽要な位覆を占めており、地域の発展の

ためにはその労働力の利用が不可欠であった。

　クーリペ極東地方党二七委員会議長は委員会報告のなかで「朝鮮人は我々の地方の経済に

大きな役割を果たしている。彼らは我々の米作農民である」と述べているが、集団化のさい

の過ちがゆっくりとしか修正されないため、朝鮮人のあいだで国外への移住傾向が兇られる

とし、また「ロシア人は朝鮮人に対してしばしばひどい態度をとっている」と非難してい

る。さらに、ウラジオストク管区では全労働者の31．5％（鉱業の53．1％、林業の37％、化学工

業の39％）が中国人によって占められていると指摘している働。

　労働の現場で発生した深刻な差別が、人手不足を引き起こすこともあった。たとえば、ア

ルチョム炭坑では1240人の東洋人労働者が働いていたが、給料のごまかしや、辛い仕事し

か与えられないことなどが原因で退職者が続出し、坑夫全体に占める東洋人の割当は30年

1月には50％であったが、1年間で12％に激減した（67｝。また沿海州のイヴァノフカ木材調達

企業では、ロシア人労働者はバラックに住んでいたが、中国人と朝鮮人は洪水で破壊された

劣悪な住居に押し込まれ、給与来払いに苦しめられていた。そのため400人いた東洋人労働

者のうち残ったのは38名だけであった働。

　このような政治的・経済的必要から、中央の意向に従いつつ、極東地方当局は積極的な三

差llllキャンペーンを展開した。遅ればせながら排外主義の根絶にのりだした党の対応は、朝

鮮人の不満をある程度吸収したであろう。30年代もなかばにさしかかると、紙上での差別

摘発は姿を消した。ただし、これが実際の珊瑚の解消を意味しているのかは定かではない。

3．1930年代の朝鮮人政策

（D移民の流入と国境保金をめぐる議論

　20年代なかばから30年代はじめにかけて、朝鮮人移民の是非について、さまざまな議論

が交わされている。

　ある論者は、朝鮮人は勤勉な農民であり、朝鮮人たちが極東の経済発展に寄与するなら

ば、地元民の利益と極東の植民計爾を犠牲にしない眼り受け入れるべきであると考えてい

た。しかし彼はまた、以下のように警告を発じている。

「外閏人が過剰に住み置くことは、自らの領土内で彼らを客人として温かく受け入れる国に、時に
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は脅威を与えるというのは周知の事実である。大量の移民は、いやおうなしに敵対的照々の陰謀の

道具となり、そして帝羅71三回目強奪の道具の一つとなるがために、危険なのである。だからこそ我

が地方の党組織は、外国入による植民措置の政治的意1銑ミを理解しなければならない」〔69｝。

　なかには、朝鮮からの移民は日本の植民地政策の一環として組織的に行われており、この

ままでは極菓が日本に併倉されかねないと危惧する者もいた㈹。

　他方、朝鮮人移民のマイナス面だけを強調する、あからさまな黄禍論者もいた。1930年、

ベリデエノフという人物が小冊子『極東地方における米作一数字、事実および観察」を出版

しているが、この本の内容は、彼を酷評したクルチェーエフの書評を通して知ることができ

る。

　「ベリデニノブの著書は『黄色い危険』という陰険な考えがすべて基調になっている。『米作は朝

鮮入の流入を促進する』とか『平和的な侵略青の膨大な一｛賜が沿海州の南部に押し寄せてくる……

などと指摘しっっ、著者は、朝鮮人移民がポシェット地区から組織的にロシア人を『追し’・出し』『排

除』するという情景を描き出している。それらの朝鮮人は『閉鎖的で』『ロシア入女牲と結婚せず』、

そして（おお、ひどいノ〉岡境地域を『ソビエト朝鮮』に変えてしまった、というのだ」（強調は原

文）。

　ベリデニノブは、ロシア人が「國は朝鮮人に甘し・」と考えていて、朝鮮人に対して「隠さ

れた敵意」を抱いていると述べ、「誰のためにこれらすべての広大な米作農場と巨大な潅灘

設備が造られているのか。それには国民の多額の金が費されているのだ」。「米作をロシア人

大衆が修得しないうちは、水閏面積を増やせばそれは平和的な侵略者一朝鮮からの米作農民

一の流入を増大させるだけだ」などと轡いている。

　そしてこの本は「我々がもし、米作の成功が［極刺地方とソ連に実際に利益をもたらす

ことを望むのならば……我々の巨大な農場と強力な潅概設備が、おもにロシア人労働者に

よって建設され、利用されるようにしなければならない」という結論で締めくくられていた。

　クルチェーエフは、このような「民族問題における偏向」と徹底的に闘わなければならな

い、と警鐘を鳴らしている。

ヂあたかもロシア入が朝鮮人に敵意を抱いているかのような主張は、貧農・中農大衆に対する中傷

である。農村のクラーク・冨裕農上層部が朝鮮人に娃意を持っていないことは我々も否定しないが、

それは酷級的対立の結果なのであるi著者自身が言っているように、朝鮮人に不満を抱いているの

は余田な土地を奪われてしまった人々であり、したがって慶良階級全体そほなし’・」（強調1ま川明）。

　クルチェーエフは、日本の帝国主義者と朝鮮の地童に追われ、金も農具も持たず1亟東に

やって来た朝鮮人はプロレタリアートであり、彼らはそこに第二の祖国を発い出している。

したがって民族平等を掲げ、全世界のプロレタリアートに一定の責任を負うべきソ連は、朝

鮮人移民を受け入れないわけにはいかないと述べている曲。

　確かにソビエトの国家理念からすれば、日本に抑圧された朝鮮人が、労働と安息の場を求
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めてロシア極東に移住して来るのを拒絶はできないはずであった。しかし現実には、当局の

政策は移住を制限する方向へと着実に陶かっていた。

（2）移民制限と北方への移住政策

　1925年に北京で結ばれた1…iソ基本条約は、両国関係を一時的に好転させた。リトヴィノ

フ外務人民委員は「北京条約の締結以来、1931年末に至るまで、我々と日本とのあいだに

は最良の友好的関係が存在しており……我々は関学に対して非常に信頼を持って接し、極東

の国境をほとんど防衛していなかった」と述べている〔721。しかし朝鮮人の流入に関しては、

すでにそれ以繭から懸念が表明されていた。

　チチェーリン外務人民委員が主宰した同人民委員部の審議会は1926年1月「中匡1人と朝

鮮人のソ連領への流入を阻止するため、あらゆる可能な措置をとる」ことを決定した。審議

会は、中国人と朝鮮人の極東への入植を「非常に危険」であると見なし、「まず第一に内陸

諸県からの植民を行うことが不可欠」であり、「朝鮮人の移住の調整は別個に問題1こしなけ

ればならない」としていた。

　一方、地元では1929年8月、朝鮮人移民の閲題を検討した極東地方執行委員会幹部会が

「地方への外圏籍朝鮮人の無断流入、および彼らによる土地と国家財産の勝手な占拠との闘

いを強化する」ことが必要であるとの決定を下した。それに基づいて、ハンカ湖から豆満江

測目に至る国境地帯の警備強化、違法入国した朝鮮人を追放するための舎同国家政治保安部

の権限拡大、外圏籍朝鮮人の北方への移住などの一連の具体策がとられることになつだ73｝。

　極東地方への朝鮮人の移住を制限した最初の措置は、1929年10月至8日の規則である。幽

局は、これによって朝鮮人の入国を親戚訪問、恒常的商業活動、農業移民に限り、またすで

に入国している朝鮮人については、その在留資格の合法性を審査することにした。しかしこ

の規則は30年には逓用されなかった。そののち極東地方執行委員会は1931年9月10日、朝

鮮人労働者に対し、以後は当周が特別に募集した者のみに入国を許すことを決定した。さら

に玉2月20日には入国目的を親戚訪問と商業活動に限定し、農業移民を禁止した（74）。

　この時期までは、朝鮮人は母国と満州、ソ連を比較的向由に往来していたが、これらの措

置によってロシア極東への移住は禁止された。クージンによれば、1932年、外国人の再登

録が実施され、その2年後には全住民に国内旅券が発行され、これを機に多くの朝鮮人がソ

連国籍を取得した〔75｝。

　このように移住を制限し朝鮮人の帰化を奨励する一方、20年代なかばから、極東南部の

土地なしの朝鮮人を強制的に北方へ移住させる政策が検討されはじめていた。

　全陣中央執行委員会は1926年12月6口、朝鮮人への土地分与について特別な方法を定め

た。それは、対朝鮮国境からハバロフスク市までの地域で今後朝鮮人移民に土地の分与を禁

じ、そこに住む土地なしの朝鮮人をハバロフスク管区（ハバロフスク布以北）等へ移住さ

せ、朝鮮人が占断していた土地にロシア共和国の他地域からの移民を頂ちに入植させるとい

うものであった⑯。

　1927年2月、極東地方執行委員会幹部会は入植地の決定を極菓地方土地管理局に命じ、ま

た極束移民局にはソ連欧州部からの移民をウラジオストク管区に強制的に入植させる計醸を

立てるよう命じた。調査の結果、入植地としてハバロフスク管区のクル・ダルギ地区とビ
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ジャン・ビラ地区、およびアムール管区のウルミ地区が選ばれた㈲。

　この移住計齎はその後飼度か変更され、最終的には8万7759人をハバロフスク管区のク

ル・ダルギ地区とシンダ地区に移すことになった。1929年には1229人が移住したが、その

後の計無では30年に5000人、31年に約2万人、32年と33年にはそれぞれ3万人前後を移

住させるものと決められた⑯。

　しかし、1930年12月28日付の極東地方執行委員会幹部会議：事録｛79によれば、10月1口

現在、「強lllil的な方法」による者431人を含め、30年に移住したのは1342人にすぎなかった。

執行委幹部会はこの移住計画が失敗した原因について、移民局や極東の諸宮門を非難してい

るが、なかでも「出発地の地区ソビエトおよび経済組織が、執行委の移住に関する諸指令を

速やかに理解させるための断固とした措置をとらず……反対にあからさまな抵抗を許し」た

からだと指摘している。その結果この抵抗は「【［llウラジオストク管区における大衆的現象と

なった」。これは、当局の移住政策に対してかなり大規模な反対運動があったことを暗示し

ている。

　このような状況を打開するため、執行委幹部会は以下のことを決定した。

①出発地のすべての地区執行委員会は、朝鮮人の移住の政治的・経済的重要性と必要性

　について、またソビエト・経済組織とそれらの脂導者およびすべてのソビエト活動分子

　が、時宜をえて移住計薗を完全に遂行する責任を負うことについて、広範な説明を速や

　力純こそ奪うことQ

　　朝鮮入およびロシア人のソビエト活動家の一部門見られる移住に対する否定的な態

　度を、速やかに、完全に変えさせること。そのさい、朝鮮人の移住に関する執行委の指

　令に従わず、実際にそれを遂行しようとしないすべての組織の指導者およびその活動家

　は、解雇、告訴も厭わない。

②移住に反対するクラークの竃伝と断固として闘い、糞下者を明らかにし、その責任を

　厳しく追及すること。

③1931年に移住者の出発が予定されている地区では、朝鮮人移住者に対する土地の賃貸

　を完全に停止すること。それらの地区では、米作、漁労、林業を含むすべての経済組織

　および協岡三含組織に対し、31年に移住することになっている土地なしの朝鮮人農家

　から、胸己の生産現場で朝鮮人労働者を雇用することを厳禁すること。

④旧ウラジオストク管区の領域にあるすべての地区執行委員会に対し、土地なしの朝鮮

　人農家によって組織されたコルホーズに勤労利用のため土地を提供することを直ちに停

　止し、また古参農民のコルホーズで土地なしの朝鮮人農家を受け入れ、彼らに勤労利用

　のため土地を提供することを止めるよう命ずる。

⑤［極策］地方国民教側部および凹版事業部・〈1〈H願くHoe八eπo＞＞」は、シンダ地区、ク

　ル・ダルギ地区の佐みやすさをわかりゃすく説明した朝鮮語パンフレットを早急に発行

　すること。銑鋒』紙醐に、すでにこれらの地区に定控した朝鮮人移民の手紙、記事、

　彼らとの対話を定期的に掲載すること。移住させる［朝鮮人］大衆に対して、移住の対

　象になっている朝鮮人が古参農民のコルホーズへ入っても、移住義務は免除されないと

　いうことを広く説明すること。
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　また、朝鮮人が「解放」した土地にはソ連欧州部からの移民を直ちに入植させること、朝

鮮人による新たな定住を防ぐためロシア人移民の入植計颪を立てることが命じられていたほ

か、移住先での土地や住宅の準備、その他の必要な対策が細かく指示されていた。

　以上から明らかなように、この移住計画は土地なしの朝鮮人を対象とし、彼らの生活手段

を奪うことによって、計画に従うことを強いたものであった。土地なしの朝鮮人農民は、小

作や賃労働を禁じられたばかりか、コルホーズを組織しても土地の提供を拒否された。

　朝鮮入を移住させたのは、彼らの土地問題を解決するためでもあった。しかし幹部会は、

それが「大きな政治的意味」を持っていることを繰り返し強調している。事実rソビエト政

権に完全な忠誠と自らの献身を表明した者」は、この移住から除外された｛鋤。朝鮮人が立ち

退いたあとには、ソ連欧州部からの移民を入植させ、朝鮮人移民の新たな流入を防ぐよう命

じていることからもわかるように、朝鮮人の移住は沿海州の土地不足が主要な原因ではな

く、むしろ国境沿いの地域をロシア入で堅めるために行われたのであった。

　幹部会は移住計画が抵抗にあったことを認めているが、朝鮮人たちが移住を拒んだのは

無理もなかった。移住先は農業に適さない寒冷地で、生活環境も劣悪だったのである。朝

鮮人の主要な作物である米は、ハバロフスク以北では育たなかった。住宅が不足し、狭い

家屋に5、6家族が押し込まれた。また不十分な医療サービスのため、子供の死亡率が上

がっていた。このような条件下で移住させられた人々は、自らを流刑囚のように感じてい

たという（82｝。

　1927年に開催された第2獺極東地方ソビエト大会では、すでに北方への移住問題が朝鮮

人代議員によってとりあげられているが、彼らはそこで次のような点を指摘している。

　第一に、移住先の環境である。ウラジオストク管区の代議員は、北方に移住して行った朝

鮮人がほとんど戻って来ざるをえないのは、与えられた土地が沼地かうっそうたる森で、道

もないようなところだからで、移住させる前にその土地が開拓可能かを考慮すべきだと主張

している。

　第二に、移住後の待遇である。ハバロフスク管区にはウラジオストク管区の朝鮮人だけで

なく、ロシア欧州部からの移民もやって来たが、彼らが土地だけでなくクレジットや機械類

をも支給されているのに、朝鮮人は何も与えられていなかった。ハバロフスク管区の代議員

は、朝鮮人も欧州部からの移民と岡じ待遇で扱われるべきだと述べている〔83｝。

　北方への朝鮮人移住政策がうまくいかなかったのは、政策そのものの奥に潜む差別と、条

件の悪さが原困だった。しかしこれが失敗すると、今度は強制的手段に訴えることを当局は

ためらわなかったのである。

（3）朝鮮人民族地区および村ソビエト

　1932年初頭の極東地方の民族構成は、ロシア管玉03万3000人（全人口の582％）、ウクラ

イナ人36万5000入（20．6％）、朝鮮入19万人（10．7％）、ベラルーシ人6万人、中国人5万人、

ユダヤ人1万3000人、先住民は6万3000人であった〔84｝。また極東地方執行委員会が実施し

た少数民族関連の調査によると、35年目は極東の朝鮮人人口は20万4000人に達している〔s5｝。

　20年代後半から30年代前半、少数民族居住地域における「土着化・＜1くopeH聯服只・〉」政策
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の一環として、極東でもユダヤ人自治州をはじめ、民族管区、民族地区、民族村ソビエトが

多数創設された。これは少数民族を地元の幹部に登用しその能力を利用するとともに、彼ら

の民族的欲求を満たすことを狙った措撮であった。そのためには、少数民族自身の言語に

よって行政に参加できる環境を整える必要があった㈲。

　1927年8月、全ロ中央執行委員会幹部会は極東地方執行委員会に対し、民族行政単位（村

ソビエト、地区執行委員会）を朝鮮人に与え、事務作業を朝鮮語に移行すること、また住民

が民族的に混合している地区では、ソビエトおよび執行委員会に十分な数の朝鮮人代表を確

保することを命じている髄。ナムによれば翌28年には、ポシェット地区に「純粋な朝鮮人

地区執行委員会」が創設されたことが、ロシア民族問題人民委員部に報告されている軸。ま

た別の資料でも、「朝鮮人民族地区」としてポシェット地区が挙げられている｛89。

　全ロ中央執行委員会が1935年に作成した表によれば、極東地方全体で、上記の朝鮮人地

区のほか、ロシア人、中陰人との混毛地区が28あった。朝鮮入地区では住民の90％を朝鮮

人が占めていたが、混合地区ではロシア人が多数派で、そのほかは中国人と先住民である。

村ソビエトは、朝鮮人のみのものが152、ロシア人、中国人との混合ソビエトが正00あった〔901。

　ポシェット地区では、26年にはすでに業務の一二が朝鮮語によって行われていた。アノー

ソフは、この「経験は肯定的な結果を生んだ。それというのも、朝鮮人農民は地区執行委員

会で、自分の必要や緊急の問題について、今は自分の母語で、通訳の助けを借りずに書くこ

とができるからである。また村ソビエトの職員も、上級機関の指示と命令を母語で受け取る

ので、それらをよりょく実行するようになった」と述べている〔9D。

　以下の表は、ウラジオストク管区の各地区執行委員会に占める朝鮮人の数を示したもので

あるが、ここから、執行委員会の「朝鮮化」が、少なくとも数字のうえでは徐々に進んでい

く様子がうかがえる。

ウラジオストク管区における地区執行委員会の構成92｝

a 1925年 1926－27年 1928－29年

地　　区 b c d b C d b C d

ポシェット 9α0 13 8 6L5 13 9 692 21 玉6 76．2

スイフン 536 15 5 33．3 玉5 3 2α0 27 7 259

スーチャン 53．1 15 5 33．3 15 4 267 27 ll 407

ボクロフカ 43．5 U 2 18．2 13 1 77 17 6 353

グロデコヴォ 35．5 ll 2 18．2 13 3 23．1 15 4 267

シユコトヴォ 289 13 2 154 15 3 20．0 21 4 19．0

ハンカ 23．0 11 1 9．1 13 2 15．4 17 2 ll．8

オリガ 223 玉3 1 77 15 3 2α0 15 2 ユ3．3

a；地区住民全体に占める朝鮮入の割合（％）　b：地区執行委員会委員の数　　c：うち朝鮮入の数
d：朝鮮人が執行委に占める割合（％）

　しかし1931年2月に開かれた極東地方党委員会・心綱委員会合同総会は、民族問題に関

する決議のなかで、ソビエト機構を土着化するという党の指令が守られず、その実行が遅れ
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ていると指摘し、その例としてポシェット地区を挙げている働。

　そのほかの地区では、朝鮮人職員はさらに不足していた。1930年、ウラジオストク管区

執行委員会は14の地区執行委員会と四つの市ソビエトに対し、少数民族のあいだの活動に

ついて報告するように求めたが、図答があったのは三つの地区執行委と二つの市ソビエトの

みであった。しかもそれらの回答によれば、たとえばミハイロフカ地区では「朝鮮人職員が

いないので、朝鮮人住民に対する特別な活動は行われなかったし、［現在も］行われていな

い」という状況であった。また各地区の執行委員会の朝鮮人事務員はむしろ減少しており、

朝鮮入村ソビエトは朝鮮語で業務を行うことができずにいた醐。

　ウラジオストク管区の民族ソビエトおよび民族地区執行委員会に関する活動状況報告のな

かでも、同様の問題点が指摘されている。それによれば、朝鮮人民族ソビエトおよび執行委

員会における活動は「朝鮮人住民の文化的レベルの低さ、散村的生活形態、また村や地区中

央における熟練したソビエト活動家の不足」のため、管区全体から遅れをとっていた。ま

た、朝鮮人の代表は管区執行委員会に3人、地区執行委貴会に45人、市ソビエトに51人、

村ソビエトに78高いたが、実際の活動への彼らの参加度は低かった。また市ソビエトは朝

鮮人や中国入の取り込みをはかったが、彼らはロシア語を知らないことを理由に、しばらく

すると会議に顔を出さなくなった〔95｝。

　極東の朝鮮人居住地域における「土着化」は、表面的にはそれなりに進んだものの、しば

しば実態を伴わないものであったとみられる。ポシェット地区以外では、地区執行委員会は

おろか朝鮮人と名のつく村ソビエトにおいてさえ、朝鮮語はあまり便われておらず、朝鮮人

の幹部への実質的な登1越は附言であった。

4．強制移住

（1）1930年代の国内・国際情勢

　ソ連の30年代は、まさに追放の時代として幕を開けた。その最初の犠牲者は、「クラーク」

の烙印を押された人々であった。彼らはロシア北都、シベリア、ウラル、カザフスタンなど

へ移住させられ、移動の1翻由を奪われていた。その数は、強制収容所や監獄に入れられてい

た者を除いても、1932年1月には140万にのぼっていたという｛961。

　一つの民族全体に対敵協力の罪をきせ、まるごと追放した初期のケースとして、朝鮮人の

強記移住はのちのちの「見本」となったに違いない。なぜなら、第二次大戦期には多くの民

族が朝鮮人と同様の運命をたどったからである。40年代、山家的作戦に従って」強制的に移

住させられた人々は301万HO8人、「自発酌に」移住した入も含めると、その数は322万6340

人に達した。それらの民族としては、チェチェン人、イングーシ人、カラチャイ人、バルカ

ル人、カルムイク人、クリミア・タタール人、ギリシャ人、ドイヅ人、メスヘチア・トルコ

人、クルド入のほか、エストニア人、ラトヴィア人、リトアニア人などが知られている働。

　しかし、このような悲劇を体験したのは少数民族だけではなかった。玉920年春、おもに

ロシア人からなる北カフカスのコサックは、ソビエト政権に抵抗したため烹地を取り上げら

れ、強制移住させられている。またそのほかにも20年代には「諸民族の発展を妨げる」と

いう理由で、中央アジアや北カフカスからロシア人が追放された〔98｝。また、第二次大戦期に
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国境地域から「危険分子」として追放された人々のなかにも、ロシア人が含まれていた働。

　さまざまな口実を用いて、早くは20年代にはじまった追放措置は、30～40年代には国内

のいたるところで行われていた。体制側にとっては朝鮮人の強制移住も、そのような多くの

強制移住の一つにすぎなかったのである。

　また30年代は大爾清の時代でもあった。朝鮮入も例外ではなく、ソ連全土で数多くの党

員、非党員が犠牲になっている。極東における弾圧の典型的な例は、アファナーシー・キム

の逮捕であろう。彼はポシェット地区の党委員会書記および機械トラクター・ステーション

政治部長を務めた熱心な活動家であったが、36年秋、内務人民委員部によって逮捕され、

1938年に銃殺刑を宣告された。彼の罪は「29年以来日本の諜報員であり、関東軍参謀の命

により反ソ暴動を準備した極東地方朝鮮人蜂起センターの指導者、組織者の一人であった」

ことにあった〔｝〔｝0）。

　対外関係に目を向ければ、30年代は日本が積極的な大陸侵略に乗り出し、凹ソ関係が極

めて緊張した時期である。1931年9月、柳条湖事件勃発とともに関東軍は満州を占領、引

き続き32年3月目は、極東地方と長い国境を接する「満州国」が樹立された。

　1935年3月、田ソ問で中東鉄道売却協定が締結され、ソ連はその全線を満州国に譲渡・売

却し譲歩の姿勢を見せたが、36年に組閣した広韻内閣は「帝国国防指針」を改訂、膨大な

軍備拡張計画を立て、そのなかで米国と並びソ連を主要仮想敵国とした。それからまもなく

日独防共協定が締結され、37年7月には盧溝橋において日本軍が中国軍に攻撃を閥始、日

本は中国との全面戦争に突入した。

　極東地方に住む全朝鮮人の追放という悲劇は、まさにこのような緊張のさなかに起こっ

た。また1938年7月には張鼓峰事件が勃発、麺東におけるElソの軍事衝突は現実化し、翌

年、Hソ関係はさらにノモンハン事件へと悪化していったのである。

（2）国境地域からの移住一8月21日の党・政府決窟

　1937年8月21日、政府・党中央委員会の極秘決定により、国境地域からの朝鮮人邉放が

命じられた。以下はその全文である。

ソ連人民委員会議・全連邦共産党中央委員会決定第1428－326号　極秘

　　　　　　　　　　　1937！箪8月21日

極東地方国境地区の朝鮮人住民の移住について

ソ連人民委員会議および全連邦共産党中央委員会は決定する。

極東地方への羅本のスパイ活動の浸透を阻比するため、以下の措羅をとること。

①全連邦共産党極東地方委員会、極東地方執行委員会および内務人民委員部極東地方管理局に文寸し、

　極東地方の圃境地区、すなわちポシェット、モロトフ、グロデコヴオ、ハンカ、ホロリ、チェル

　ニゴフカ、スパッスク、シユマコフ、ポストウイシェフ、ビキン、ヴャゼムスキー、ハバロフス

　ク、スイフン、キーロフスキー、カリーニン、ラゾ、スヴォボードヌィ、ブラゴヴェシチェンス
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　ク、タムボフカ、ミハイロフカ、アルハラ、スターリン、ブリュッヘロヴォ各地区の朝鮮人三民

　すべてを、［カザフ・ソビエト社会主義共和麟の］南カザフスタン州、アラル海とバルハシュ〔湖

　周辺］地区、およびウズベク・ソビエト社会主義共和国へ移住させることを命ずる。

　移｛主は、ポシェット地区およびグロデコヴオに隣接する諸地区から開始すること。

②灘ちに移住に二二し、1938鐸1月玉瞬までに完了すること。

③移住を要する朝鮮人には、移住のさいに財麗、家財道具および家禽の携行を許可すること。

④移住させられる者には、彼らの残した動産、不動産および播種地に相漏する金額を補償すること。

⑤移住させられる朝鮮人が希望により国外へ出ようとする場禽は、簡略化した国境通過乎続きを容

　認し、繊閣を妨害しないこと。

⑥ソ連内務人民二院部は、移住のさい朝鮮人側から起こりうる違法行為および騒動に対処する描躍

　をとること。

⑦カザフ・ソビエト社会主義共和国およびウズベク・ソビエト社会主義共棚製の人民委員会議に対

　し、直ちに受け入れ定住地区・地点を決定し、移住者が新しい場所で生活に順応することができ

　るよう対策を立て、必要な援助を行うよう命ずる。

⑧交通人民委員部に対し、極東地方執行委員会の申請に応じて、極東地方からカザフ・ソビエト社

　会主義共和國およびウズベク・ソビエト社会空義共和照へ移住させる朝鮮人とその財鷹を運搬す

　るため、箪両を適時配車するよう命ずる。

⑨全連邦共産党極來地方委員会および極東地方執行委員会に対し、移往を要する／珪帯数と人数を3

　｝二1以内に報告するよう命ずる。

⑩移住の進行状況、移住実施地区から送り鼠された人数、ノ註｝住地区に到着した人数、および出園し

　た者の人数を、10翔ごとに電報で報告すること。

⑪朝鮮人の移住が実施されている地区の幽境警備を強化するため、園境警備隊の兵力を3000名増鍵

　すること。

⑫ソ連内務人民委翼都に対し、朝鮮人が【弱け渡した住／誘｝に麟境警備兵を住まわせることを許可する。

　　　　　ソ連人民委員会議議長8．モロトフ

全連邦共麓党中央委員会講記K．スターリン〔翻

　この決定による移住は、二こ口分けて行われた。第一波の移住は9月9臼から23凹にか

けてポシエヅト地区などから｛lo2｝、第二波の移住は9月24日から10月3日のあいだに行われ

た。この結果、移住開始から10月3日までに、約7万8000人が追放された〔lo3｝。

　9月3巨1に作成された第一波の列車運行予定表によれば、各列車には朝鮮人を乗せるため

の有蓋車、貨物用の有蓋車、および無蓋車のほか、客車、衛生車、炊事車が1両づっあっ

た。移住者用の有蓋車は、1列車あたり50～60両のものが大半を占めていた〔1。4｝。朝鮮師範

大学の教員や学生、朝鮮劇場の劇聞員など、～部の朝鮮人は客車で移動したが、彼らはまと

まって岡じ列車に乗ったと証言しているから㈹5｝、客車には朝鮮人を監視するために同乗し

た監督司令官や民警が乗っていたと考えるのが妥当であろうGo6）。

　一つの列箪で運ばれた人数は、1000人以下のこともあれば2000入を超える場舎もあった

が、その多くは1400～1600人であった。また一車両には平均して26～30人、5～7家族
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が乗せられていた㈱7｝。

　この決定では、移住は38年！月封ヨまでに終了するとされているが、実際にははるかに

急いで強行された。エジョブ内務人民委貴とリュシコフ内務人民委員部極東管理局長とのあ

いだでは、移住に要する期間についてやりとりがあった。エジョフは8月27目、リュシコ

フに電報で「朝鮮人の移住作戦は10月前半に終了することが望ましい」と述べ、この期闘

内にできるだろうか、と尋ねている。

　これに対しリュシコフは翌28日、当初は2カ月閾、すなわちll月1Elまでに実行する計

顧であったと述べているが、この電報を受けて、1カ月半以内に、またポシェット地区およ

びグロデコヴォ地区近辺からは1カ月以内に行うと回答している（1〔｝勘。実際ここで謳われて

いるとおり、国境地域からの移住は10月上旬に終了している。

　第4項で蕎及されている補償は、実際にはきちんと行われなかった。腋東地方の園家機

関に供出された資産、播種地、家畜に対する朝鮮人移住者への負債に関する資料」によれ

ば、接収したコルホーズおよび二人の財産に対する支払いは、極東ではほとんどなされてい

ない。未払分については、移住先で清算するための債権や引換証が発行され、あるいは現地

で現物支給することが決められたが、これらは都分的にしか償却されなかったdO9）。また地

区執行委員会が、朝鮮人が残した財産の売却によって得られた金を着服するケースさえ見ら

れた（鴎。

　ソ連人民委員会議は9月8日、公的機関の職員あるいは企業の労働者として働いていた朝

鮮人移住者に対し、2週間分の「退職手当」と、移住の最「；二1には家族全員に一人あたり5ルー

ブルの「日当」を支払うことを決めている。しかし最近行われたアンケート調査によれば、

この「日当」を受け取る権利があることを知っていたのは、全体の1％にすぎなかった〔m｝。

　第5項では朝鮮人の国外出国を妨害しないと述べられているが、赤軍、内務人民委員部、

軍需産業の関係者には、この項目は適用されないことになっていた（｝12｝。また実際には、第

U項の内容から推察されるように、一般の朝鮮人のなかでも、国外脱出によって強舗移住

を逃れた者はほとんどいなかった（勘。

　内務人民委員部は「秩序維持」に非常な注意を払っている。エジョフはリュシコフに、

朝鮮人が「自分勝手に個々人あるいは集団で極東地方のほかの地区へ行く可能性を排除す

る措置」をとり、集合地点および乗華地点にヂ内務人民委員部と民心の作戦要員を配置」

し、またヂ各列車に監督司令宮を置き、列車内の秩序維持のため民警の一団を配i震」する

こと、移動中に「朝鮮人の舎流と列車からの脱落を防止する措置」をとることを命じた鵬。

　エジョブの「日本のスパイ」に対する疑惑の念は極めて強い。彼の命令によって「反ソ的

行動をとり、スパイとして外国と関係を持っている疑いのある朝鮮人」を逮捕することが決

められた葡。奇異にさえ感じるが、エジョフは朝鮮人を中央アジアに追いやったあともな

お「日本人が中東諸国を通じて、朝鮮人の新たな居住地区において彼らと関係を持とうとす

る可能性を考慮し」、アルマアタとタシュケントの内務人民委貴部に諜報活動を強化するよ

う命じている葡。

（3）全極東地方からの移住一9月28日の政府決定

　8月21日の党・政府決定が出されてから約1ヵ月後、今度は極東地方全域を対象とした
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移住命令が出された。以下はその抜粋である。

ソ連人民委員会議決定第1647－377号　極秘

1937年9月28目　モスクワ、クレムリン

極東地方からの朝鮮人の移住について

ソ連人民委員会議は［以下のことを］決定する。

①極東地方の全領域から、残っているすべての朝鮮人を移住させる。移住は1937年10♪釧．1に、第一

　波の移住のさい定められた方式に従って行う。

②第一波と同様に、すなわちカザフ・ソビエト社会主義共和国（アクチュビンスク州、酉カザフス

　タン州、カラガンダ州、南カザフスタン州およびグリエフ篇区）に1万2000世帯、ウズベク・ソ

　ビエト社会主義共不i：1麟（鉄道以北）に9000世帯移住させる。

③ソ連人民委員会議の予備フォンドから、極來地方執行委員会、カザフ・ソビエト社会霊義共和園

　およびウズベク・ソビエト社会主義共酬i珂人民委員会議に、1937年9月ll：li付ソ連人民委員会議

　決定第1571－356．得（趣秘）1こよって承認された支払いを追加の2万1000世帯に対して行うための

　資金を、またカザフ・ソビエト社会主義斯1個およびウズベク・ソビエト社会主義共和閾人民委

　員会議の申請に応じて、建設資材を供与する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［第4項～第6項目宵i略］

　　　　　　ソ連人民委員会議議長B．モロトフ

ソ連人民目録会議総務部長H。ペトウルニチェフm

　この決定によって、第一・二波に引き続き、第三波の移住が実施された。上記の2万1000

蝕帯のうち、10月31ヨから14臼にかけて、4万4977人、9284世帯が移住させられた｛i18｝。後

述するように、移住が終了するのは10月25日であるから、この移住は251三三1まで続いたと考

えられる。

　興味深いのは、上記の決定がなされる繭に、チェルヌィシェフ内務人民委員代理がエジョ

フへ、エジョフがスターリンへそれぞれあてた文書の内容である。双方とも、圏境地域から

の移住に引き続き、極東地方に残っているすべての朝鮮人を移住させるよう提案している。

　チェルヌィシェフは9月22日、圏境地域の朝鮮入の移住後、残りの朝鮮人をそのままに

しておくことは「朝鮮人はみな親族のつながりが極めて強いため」危険であると訴えてい

る。「極東地方における朝鮮人の居住地域が残りの地区に限定されていることは、彼らの精

神状態にまちがいなく影響を及ぼし、これらの集団は日本の濡動にとって好都合な土壌とな

るだろう」。なかでもチェルヌィシェフは、沿海州の海沿いの漁業を営む地区が「凹本の諜

報活動の最重要拠点となっている」とみていた。

　一方エジョフがスターリンにあてたものは、旧付がはっきりしないが、文面からみて9月

2誤謬から23瞬のあいだに書かれたとみられる。内容はチェルヌィシェフのものとほぼ岡じ

一183一



岡　奈津子

で、ウラジオストク、シュコトヴォ、スーチャン、オリガ、ソフガヴァニ各地区の朝鮮人が

「日本の諜報活動要員となっているのは疑いない」ため、極東に残る朝鮮人を放置しておく

ことは、不適切かつ危険だと述べている（B9｝。9月28日の決定が出された二三には、このよ

うな内務人民委員部の判断があった。

　はじめの決定が出されてから2カ月あまりたった37年10月29El、エジョフはスターリン

とモロトフに移住終了を報告した。

　罫1937年iO月25日、極東地方からの全朝鮮人の移住は完了した。全部で3万6442世帯、17万1781

名の朝鮮人を、124の列車で移住させた。極束地方に残ったのは全部で700名以下（カムチャッカと

オホーツクの特朋移住者）で、彼らは今年11月1日までに列車でまとめて移送される。

　玉万6272世帯、7万6525名の朝鮮人がウズベク・ソビエト社会主義共和岡へ、2万170世帯、9

万5256名がカザフ・ソビエト社会主義共和国へ割り振られ、移送された。

　到着し、現地で［朝鮮人を］降ろしたのが76列箪、走行中が48列車であるjq201。

　ここでいう特別移住者とは、以前沿海州からクラークとして追放された人々のことを指し

ている。

　当初は、移住させるべき朝鮮人は国境地域の住民に限られていた。しかも年末までに終え

る計画であったことを考えると、朝鮮人の移住作戦は非常な「成功」を収めたといえよう。

（4）朝鮮人の反応

　このような移住措置に、朝鮮人はどう反応したのだろうか。武装蜂起などの大がかりな抵

抗運動はなかったが、それをするには強制移住の命令があまりにも唐突だったのかもしれな

い。しかし以下の資料は、少なくとも朝鮮人がこの無謀な仕打ちに従願に従ったのではない

ことを物語っている。

　移住直前の状況を知るうえで非常に貴重なのは、ソコロフ内務人民委員部極東地方赤旗勲

章国境三管区部隊長による「ウスリー州朝鮮人移住対象地区の住民の政治的傾向」に関する

報告である〔121｝。この報告には、朝鮮人の怒り、不安、戸惑いが如実に記されている。

　第一波の移住対象地区では9月1日以降、朝鮮人に対する説明が行われた。ソコロフは

「朝鮮人住民の大多数は、ソビエト政権と党のこの措置を正しく理解し、それに対して満足

のいく対応を見せた」と報告している。しかしその一方で、「説明が不十分だったため、多

数のコルホーズ貴が移住に関連した多くの問題を理解していない」とも指摘している。

　なかには、政府が決定したのなら従わなければならない、朝鮮人を国境から遠くに移住さ

せるのはいいことだ、と述べる者や、「向こうではおそらく我々のために朝鮮人霞治州が作

られるだろう」とか、「ロシア人は米を作れないから、我々を呼び戻さざるをえなくなるだ

ろう」などと事態を楽観視する者もいた。

　しかし当然のことながら、移住政策を批判する者もいた。「我々朝鮮人党員を党は信用し

ていない」「私の顔の色が違うというだけの理由で、私を追放するのか」という発言には、

信じてきた党の裏切り、民族差別への怒りが感じられる。

　ある党員候補は、内務人民委員部が朝鮮人を弾圧するのは、朝鮮人一入ひとりをみなスパ
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イと見なしているからで「内部人民委員部の機関が、そのうち全員を逮捕してしまうだろ

う」と考えていた。また、ソビエト政権は朝鮮人が日本人のほうへ乗りかえるのを恐れてい

る、政府は朝鮮鐘を皆殺しにしたかったが、そうすることもできないので、途中でみんな死

んでしまうだろうと計算して移住をはじめることにしたのだ、と述べる者もいた。

　次の発雷には、追放措置の理解に苦しむ朝鮮入の姿がうかがえる。「私は一晩中移住のこ

とを考えていた。レーニン全集を手にとって、民族問題に関する論文をつぶさに読んだが、

そんな話はどこにもなかった。もしロシア語ができたなら、新聞に投書して、私を投獄する

かしないか確かめられるんだが」。また決定の信愚性について疑念を抱き「スターリン岡志

が我々を移住させうなどと言ったはずはない」と考える者もいた。

　「私はカザフスタンにつてがあるから知っているが、極東の人間にはカザフスタンの気候

は耐えられない。もし移住させられたら、みんなきっと死んでしまう」という軍人アンドレ

イ・バクの発雷は、朝鮮人たちの不安をさらにつのらせたに違いない。肺結核を患うリ・サ

ンスンはコルホーズの集会後、移住させられるよりは射殺される方がましだ、向こうは気候

も悪いから肺病持ちの自分は行かないと需つた。

　このほかにも似たような、非常に投げやりな発言が見受けられる。「やりたいようにやら

せればいい、移住させたければするがいい、私はピストルで自殺する」。「移住に関する決定

は正しくない。移住のための時間はあまり与えられていないし、金もない。我々をつれて

行って放り繊すのだ。軍人に集められて撃ち殺されたほうがいっそましだ。どっちにしろ

我々は死ぬのだから」。

　秋の収穫を前に、増分たちが汗水たらして育てたものを置き去りにしなければならないの

は、やりきれない思いがしたことだろう。ある朝鮮人党員は、今年はいい収穫を得たがそれ

を手にすることはできない、これでは犬に食わせるも同然だ、と憤渋した。また「沿海州の

パルチザン」コルホーズ議長は、どうせ移住させられるのだから「家畜をつぶして食ってし

まわなければならない」と述べた。また、ほかの朝鮮入コルホーズ員たちはこう嘆いてい

る。「いつも我々は飢えていた。今はなんでも事足りるようになって暮しもよくなったのに、

我々はどこかに追い立てられまた飢えることになるんだ」。

　8月の決定では希望者の出国は妨害しないとされていたが、朝鮮人たちはこれをどのよう

に受け止めていたのだろうか。ハンカ地区の住民たちの考えは「出て行って日本人と一緒に

暮らすなどどいう愚か者は今いない」というものであった。スイフン地区の「太平洋の革命

家」コルホーズでは、ある朝鮮人が国外脱心しようとほかの朝鮮人を誘ったが、ついて行く

者はいなかった。

　スパッスク地区では、多くの人々が「我々はもう長いことソ連に住んでいる。満州よりこ

このほうがいい」と考えていた。たとえカザフスタンであろうと、朝鮮へ行くよりはいい、

と欝う者もいた。また岡地区の住民の一人は国外脱出を希望していたが、それを諦めた。な

ぜなら彼に向かって多くの人が「日本人がおまえを締め殺してしまうそ」と轡つたからであ

る。一方、スパッスク地区コンスタンチノフカ村では、4人のコルホーズ員が、醗分たちは

身寄りがなく、親戚が満州にいるという理由で、出国願を提出した。

　これらの発雷は、朝鮮人全体の気持ちを反映しているとは必ずしもいえないので、判断に

は慎重を要する。またソコロフは、日本領事館に口本への出国許可を求める申請を幽すよう
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三塁した朝鮮人がいたとも述べているq22）。しかし、朝鮮や満州が日本の占領下にある以上、

国外脱出はソ連の朝鮮人にとってよりよい選択とはいえなかっただろう。越境を妨げた原因

は、当局側の感嘆と、対策を練る問もないほどの突然性、そしてこのような朝鮮人自身の消

極性にあった。

　モロトフ地区では、ロシア人と朝鮮人からなる「警報」コルホーズと「突撃作業員」コル

ホーズで、両民族聞の争いが生じた。とりわけ「突撃作業員」コルホーズは37年に朝鮮人

コルホーズとロシア人コルホーズが合併してつくられたばかりだったが、移住する朝鮮人

に、コルホーズの不可分フォンドの一部を持って行く権利を与えるか否かという問題が持ち

．ヒがつたのである。朝鮮人は晦分たちが持ち込んだフオンドを残していくのは臆に落ちない

として「我々は組織されたコルホーズとして、すべてのフォンドを持って移住することを望

む」と主張した。

　またソコロフは同じく、第三波の移住についても報告を行っている〔123）。この時期には、す

でにこれまでの移住の様子がある程度伝わっており、暗澹たる噂が後から行く者の不安を

煽っていた。「カザフスタンに行くまでに朝鮮人を乗せた車両がいくつか転覆して、たくさ

んの人が死んだ。これもみんな朝鮮人のことは考えもせず、同情もしないからだ。ソ連政府

の政策はこんなものなのだ」。

　また、移住先で子供や老人を苦しめていた病魔の話も、極東に届いていた。8月の移住命

令が幽される数臼前にカザフスタンからやって来たアナトーり一一・キムは「カザフスタンで

は飢餓とマラリアが猛威をふるっており、住む家もない。移住させられた者はみな死ぬしか

ない」という「反革命即興」を広めた。またオリが地区では、これと同じような噂が広まっ

ていたが、それに影響されて逃亡を試みる者が現れ、10月5日にはイマン川上流のタイガ

へ脱走しようとした朝鮮人4名が逮捕されている。

　民族月割に対する怒りは、一層激しくなっていた。「ソビエト政権は朝鮮人を犬以下だと

思っている。朝鮮人にとってスターリンの政策は機関銃や大砲の弾よりも恐ろしい」。「朝鮮

人は極東地方でほか［の民族］と同じように暮らすことができるのに、我々は尊重されず、

少数民族として好き勝手なところに放り出されるのだ」。また「朝鮮人全員がスパイや破壊

分子であるわけではない。ソビエト政権に献身的な人たちもいる。だから移住においても個

人的な対応が必要だった」と述べる者もいた。

　そして国家への憤怒は、ロシア人への反発につながっていった。「ソビエト政権は［民族

間の］権利は平等だと言っているが、実際にはそんなものはありはしない。ロシア人が命令

し、朝鮮人は従うしかない」。「我々の後にはロシア人が住むようになるんだ。あいつらに何

も残してやるものか。何もかもたたき壊してしまえ」。r我々はロシア人を嫌悪する。はっき

りいって、我々はテントのなかで死ぬために移住させられるのだ」。

　行動で抵抗の意志を示した人々もいた。オリが地区の住民バクは、老齢を理由に地区から

出ることを断固として拒んだ。同地区では、多くの老人が岡じような意志表示をした。自分

たちにとって「移住は死に等しい、移動に耐えられない」というのがその理由である。この

ような移住拒否を防ぐため、地区3人委員会1鋪に対し「全朝鮮人の移住の実現を可能にす

るよう」指令が出された。

　立ち去って行く朝鮮人たちの作物は安く買いたたかれた。そのため、リ・チャンスは「盗
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みのようなまねは絶対に許さない。こんな値段で野菜を売る必要はない」として、自分たち

の収穫を調達機関に売らないようほかの朝鮮人を「扇動」した。

　この報告で言及された朝鮮人たちの多くは、逮捕されるか、移住先にその言動が報告され

た。

おわりに

　極東におけるソビエト政権の樹立は、卸本の植民地支配による祖圏の貧窮に苦しむ人々を

ロシアに引き付けた。しかしこの新天地でも、朝鮮人は社会の底辺に縦1み込まれていた。そ

のような状況を打破するためには国籍の付与と．」づ幽の分与が不確欠であったが、そのどちら

も20年代には解決されなかった。この背景には、朝鮮人移民の絶え間ない流入だけでなく、

朝鮮人の帰化に対する当局の消極的な姿勢があった。

　ソ連全土を襲った全颪的農業集団化の嵐は極東にも及び、朝鮮人貧農の隷属的状態を向上

させたが、それと同時に朝鮮人もまた、コルホーズ加入の強制やクラーク清算など、ほかの

民族と同様の多くの苦難を味わった。しかし集団化においてより深刻だったのは、地元のソ

ビエト機関や経済機関、およびロシア入農民の側からの差別であった。朝鮮人たちは断囹と

してこれと闘い、中央の圧力を受けた極東の党組織も差瑚撤廃のキャンペーンを繰り広げ

た。朝鮮人に対する民族差別の解決は、極東において政治的・経済的に重要な掌骨を持って

いたのである。

　ソビエト政権は多くの、しかも外囲籍の朝鮮人が国境地域に住むことは、安金保障の観点

から見て好ましくないと常に考えていた。20年代末、土地なしの朝鮮人を極東北部へ移住

させ、そのあとにロシア人移民を入植させる計画も立てられていたが、この試みは強制的手

段がとられたにもかかわらず成功しなかった。

　1937年の強制移住には、極東におけるE：i本との軍事的緊張が色濃く影響しているが、そ

の根底には、終始消えることのなかった朝鮮人に対する不儒感が存在している。極東地方の

国境地域から、もはやソ連騰民となった彼らを追放したのも、さらに極東全域から朝鮮人を

一掃したのも、そのような疑惑の念が危機的な時期に一気に表出したためであった。

　朝鮮人たちは、自分たちに対する差別に怒り、不安に駆られ、あるいは虚無状態に陥った

まま、中郷アジアへ貨物列：躯で移送されていった。ウズベキスタンとカザフスタンに移住さ

せられた朝鮮人の一部は、さらにキルギスタンとロシアのヴォルゴグラード州アストラハン

管区に送られた鵬。また37年以後、極東以外のロシア各地に往む朝鮮人に対しても強制的な

移住措置が適用され、45年末までにはほぼすべての朝鮮人が遺嘱アジアに送られだ1261。

　いうまでもなく、ソ連の朝鮮人の歴史はこのような悲劇だけに彩られているわけではない。

強制移住後の時代は本稿の対象外であるが、彼らが幾多の圏難を乗り越え、中央アジアでも

最も成功した民族の一つに数えられていることは、指摘しておく必要があるだろう。
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一注一

1

2

3

4

5

6

7

8

ソ連II寺子の代表的な研究としては1（醜，　C酬X釦，　OqepKM礁Top盟coBeTcKMx　Kope甑eB．　A脳a－

ATa，1965がある。

旧ソ連で出版されている朝鮮人関係の歴史護i事は、付録だけでなくその本文のなかでもアル

ヒープ資料を数多く引用している（とくに注4で挙げたBeπa月KHHra　o双enopTa雌H　Kope硲

cKoro　KaceπeHH耳Pocc朋B30－40　ro双axはアルヒーブ資料集である）。本稿では、それらの一

町物に掲載された資料を腿接的に利用したが、将来的には新しいアルヒーブ資料の発掘に努

めたい。

現代語学塾『レーニン・キチ』を読む会編訳『在ソ朝鮮入のペレストロイカ垂凱風社、1991

年を参照。

Kμ鵬Zゆ班朗H．Cou照πbHo－Ky几bTypHoe　pa3BMTHe　Kope益ueB　Ka3axcTaHa．AπMa－ATa，1989；κμ鵬

石φッ用初．BeTpbH｛a㎜Hx　cy以e6：CQBeTcK錘e　Kope政玖bl護4cTop擁H　H　coBpeMeHHocTb．1ゑmKeHT，1991．

聯蝦，細徽那磁τ皿aπbHeBocTo級Hble　Kope瓢bI：＞KK3H団Tpare脳只cy恥6bl。　K）＞KHo－Caxa朋ロcK，

｝．993；17ακ，βρρμ‘双．Kope蜘H　B　Pocc曲cKo益員剛ep阻似aπbHeBocTo田bI班HepHo以）．Mり1993；

1〈μM，πεη4）π1〈ope口曳bl　Pecny6πKKK　yき6eKHcTaH（HcTopH只HcoBpeMeHHocTb）・黒a磁KeHT，1993；

1〈醐，昆oP8班玩13．　Kope藏耳bI　Ka3axcTaHa．　AπMaTbl，1994；E30フκa琵cTopK∬Kope益取eB　I〈a3axcTaHa．

AπMaTH，1995；Kμ況，1ゆ麗照H．，　MθH，，伽μ脚ρ磁B．避cTop朋HKyπbTypa　Kope勇狂eB王くa3axcTaHa．

AπMaTbl，1995；πμ，　yXε．，　Kμ麗，　Eκ）免．　BeπaH王くHKra　o以enopTaHHH　Kope貢cKoro　HaceπeHHH　PoccH翼

B30－40　ro双ax．　KHKra　HepBa∬．M．，1992；ノ1わ’κoθα，　Eπθκ舜A．，即。σκγρL‘κσ，∬κ）∂ML‘πθ躍．　TpeTb∬

BoπHa撚MMnrpa耳域H．‘‘Kopef盆cKK覚Borlpo♂BrlpHMopcKo藍AepeBHe　B　20－e－30－e　ro鳳bl　XX　B．〃

Pocc且兄ン【ATP　N皇2．1996．　C．82－87；3β89ργ刀bκo　A．π．1〈ope黄UbI｝la　poccK叢cKoM八a／lb｝leM　BocToKe

（1863－1938rr．）．一BKH．：Hapo以bl　CH6HpM．1〈HHra　3．　CH6Hpc獺煎3THorpaφ四ecK雌。60pHHK．8．

M．，1997．C．57－l17．

Walter　Ko王arz，丁海θ1）εoρ1ε5（ゾ酌ε50γfε’勲r勲5’，　New猛）rk：EA，　Praeger，1954；｝ohn｝．　Stephan，

‘‘

she　Korean　Minority　in　the　Soviet　Unionl’Mf2ロη（Central　Asian　Review），VbL　l　3，No．3，1971，

pp．138－150；木村英亮「ソ連中央アジア・カザフ．ス．タンの朝鮮人」「横浜大学人文紀要』第1類

第29…隣、　1983・年、　1一工4頁。

和田春樹「ロシア二極菓の朝鮮人　一八六三一一九．三七」ジ社会科学｛遜究』第40巻第6号、

1989年、235－286頁。なおこの論文は1987年に発表された英語論文（Haruki　W合da，“Koreans

圭nthe　Soviet　Far　East，1917－1937ノ’Dae－sook　Suh（ed．），Kゆでβπ5加酌θ50γ諺’砺ゴ。η，　Papers　ofthe

Center　fbr　Iくorean　Studies　No．12，薮onolulu：University　of疑awaii，1987，pp．24－59）をもとにし

ている。

この問題については、以下の研究を参照されたい。原暉之「ロシア革命、シベリア戦争と朝

鮮独立運動」菊池昌典編「ロシア革命論：歴史の復権』田畑護店、1977年；轡型鐘「極東ロ

シアにおける朝鮮民族運動一『韓国併合』から第一次大戦の勃発まで」『朝鮮史研究会論文集』

第22号、1985年、135－166頁；岡ヂ凸凹ロシアにおける10月革命と朝鮮人社会揮ロシア史研

究』第45号、1987年、23－51頁。

沿海帽の鰯設は1856｛謹三で、．＝：ヨ初その領域は極東南部からチュコト半酷、カムチャッカ半島、サ

ハリンまでを含んでいたが、のちに北部領域が編小された。1920無4月、バイカル湖以東の地

域につくられた極東共和国は、22年11月ロシア共翻国に併會され、まもなくこの領域に、沿

海県などの5県と此サハリンからなる極康州が設立された。26年1月極東州は9管区からな
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る極菓地方に再編成され、沿海県はウラジオストク、ハバロフスク、ニコラエフスクの3管区

に分割されたQこれらの管区は30年に廃．1．．kされ、32年10月には極東地方に浴海州など4州が

復活し、34年にはさらに4州と1臼7創・【・【が新設された。38年、極東地方はハバロフスク地方

と沿海地方に分翻され、その三州の壮図・新設を経て現在に至っている。なお・〈HP脳OPbe・・は、

現在の行政区域では沿海地方とハバロフスク地方南部に相．’1’する。1避ヨニ正利「ソ連の行政区

域『沿海州』の変遷一いま『沿海州』はない」ゼ窓』第48号、1984年、15－2i頁；1〈ソ3酬。猟a3．

co・L　C　32，35，79；1）ッ3∂oθcκ‘漉β五八aπ1）厳e－BQcToし澱班撒Kpa黄．2－e　i歪3汲aHHe．　Xa6apoBcK－B乃a即IBo（＝ToK，

1927．C．9．

r玉pHMopcKK黄KpecTbチ田HH．15MapTa　l924．

取＞13μ月．yKa3．（＝ひし　C．21．

ゆb’刀06∬β．Ce肪cKoe　xo351耽T80．一BK｝L：∂KoHoM廼Ka以a肪｝至ero　BocToKa、　M．，1926．　C．302－309．また

他の資料によれは、1923／24会計年度の沿海県の朝鮮人農家の収入（借入金は除く）は、貧農

（農民一体の74％）113．22ルーブル、1麗（同20％）25173ルーブル、寓農（岡6％）829．43ルー

ブルであった。1守躍κ，yka3．　CQq．　C．55，58．

B．n．ダニーロフ、荒［i：1洋・．奥1｛U央1誹モ『ロシアにおける三岡体と集団化』御茶の水：li；：峯房、1977

イテ1三、　120〕舞迂；羅…1．：1［正：h：㌃奪季蓬｝i論．文、　249－250墾翼。

A”o‘oθCI〈ope麹城bl　B　yヒcyp猟蕨cKoM　Kpae．　Xa6apoBcK－Bπa双KBocToK，1928，　C．29；不rl　l〔｛l11顧∫掲｝1衛』文、249

頁。また別の資料によれば、澄海県の朝鮮人人口は10万6ユ93人で、うち7万／527入が外關

籍であった。｝｛aHoBoM　HyTH．＞KH3Hb　I4　xo35磁cTBo双aπbHe－BocTo・mo負06πacTu　B　l923－1924

ro以y．　Bπa双HBocToK，1925．C．36．

Aκo‘oβ．yKa3．　co・L　C．32－34．朝鮮人の全世帯数については、32頁の表と33頁の表（1万7192

世帯）とでは．数字が異なるが、ここでは前者を引用した。

rlp聾MopcK玉揃KpecT硯HHH，4ce賊T∬6p∬1924．なおこれによれば、全朝鮮人1万7070撤帯申

1万5670世帯が農業にたずさわっていた。

βγ3α滋，Hμ1（o刀β舜Φ．　Ko1）e救賦bl　B　CCCP：H3　KcTopH瓢BoHpoca　o　Ha以撚oHaπ王・Ho錘rocy瓜apcTBeH－

HocT擁〃BocToK．　N皇2．玉923．　C．155．

1く｝へ3μ’．．‘・yka3．　co℃｛，　C。53．

H購Mα｝f甥．Kope益cK畑flpMToK，　KaK・lacTb　1｛a妖Ho狂a筋Ho郎po6几e醐Ha　coBeTcKoM八a几bBocToKe

〃Ham　nyTb．地11．1923．　C，15－16．またハン・ミョンセによれば、1924年に500．1：！：七帯が沿海県

を去った。βγど磁．yka3．　CTaTb5L　C．155．　　　　　　　　　　　　　　ト

農家のうち、ソ連國籍の．蓄が6万2807人、外園田が6万6872人である。i瞬蕎の合計が全体数

と一致しないがそのまま引用した。比率の計算は、繍籍のイ考無は人数で、分与地の二二は世

帯数で行った。なお農村人口は．全体の92．8％、農家が占める割合は農村都で78、／％、都市部で

も23．6％あったが、都市都で分与地を持っているのは金農家の4，5％にすぎなかった。琵To猟

rlepeu猴。胤Kope貢cKoro　Haceπe照姐B几aA翼BocToKcKoro　oKpyra　B　l929　ro以y．　Xa6apoBcK－BπaAK－

BocTo】〈，1932．　C．2－3，82．

CTeHo£paΦH尾lecK冠錐oTqeT　BToporo刀；aπbHe－BocTo騒Horo　KpaeBoro　c’e3双a　CoBeToB　p．，　KりK，｝至K．

双eHyTaToB，21－26　MapTa　1927　r．　Xa6apoBcl〈，　C，70。別の資料によると、1926年の極東地方では

朝鮮人1万8510．世帯のうち、1万1550．世帯が土地分．与を受けていなかった。また岡年、沿海

県の世帯数は2万636で土地を分与されたのが6071』世帯という説もあるQ絶3雌．ylくa3，　coH．　C

47一婆9．

CTe班orpaφHqecK頚蔽oTHeT　BToporo　Aa肋He－BocToqHoro　Kpaeβoro　c’e3双a　CoBeToB　pりKりK．獄K．
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嘆7

双enyTaTOB．　C．259．

TaM＞Ke，　C．265．

Bo刀ωκθ微κA五Arpo60TaH｝聾ecKa頂xapaKTep鼠cTHKaμ4ca以aπbHeBocToq獄oro　Kpa∫1〃Tpy恥1

0駁blTHblx　y騒pe＞K双eHK錐双a月bHero　BocToKa．　Bb！H．1．1930。　C．102；Boπo∂L〃‘B．ゑτ．双oxo瓜王｛ocTb

P董κoce｝o鷺疋」｛x　xo3H∫塗cTB　Kope遊葦eB〃η）yμb亙oH王・ITHblx　yqPe）憂く双eHI歪益田〔a贋）Hero　BocToKa・B誠π・2・

1931．C．89．

80刀。フκε厚㍑κ．yka3，　CTaTb黛．　C．98．

TaM＞Ke．　C．99．

Boノτo∂z〃‘，　yka3．　CTaTb5三．C．92．

〃330θ6H．　Ha　o3epe　XaHKa／／HoBb脱M琿P．　N金6．193LC．116・

ゆ∂’刀。β．yKa3．　cTaTb珊．　C．272－273．

βoノ置。∂μH．yka3．　CTaTb理．　C　95－96，

劉孝鐘ギシベリア戦争とロシアの朝鮮人」ロシア史研究会編「卜1露200｛II三一隣国ロシアとの

交流史垂彩流縫、1993年、148、156－157頁。

κ3～oεθ．yka3．　cTaTI）5｛．C．117．

TaM＞Ke．

Hθ湿，MβH翌yκ．　yka3．　cTaTbH．　C　15；κγ3μ｝f．　yKa3．　co・L　C．33．

ノτb‘κoθα，即oc茂γρμHロ・yKa3．　CTaTb月．C．84，

Ha　HOBOM　nyTK．　C　564．

1〈〉ノ3乙‘κ・yKa3．　co嵐L　C．34．

Ha　HoBoM　HyTH．　C．564．別の資料としては、　i923～24年、沿海県だけで重万8474人の朝鮮

人が園籍取得を申ill讐し、うち1万2783人が認められたというもの、鑓じく23～24年にユ万

1598人が1三：1三1請したがそのうち2269人しか認められず、25～26年の新たな申請者が6276人、

国籍取得者は1万154人であったとするものがある。また24年にアファナーシー・キムは、

沿海県では約9000名がソ連園籍取得願を｝｛：1したが、取得を許されたのは1664名にすぎないと

述べている。1守3既yka3．　coq．　C．34；不1群：i．il行掲論．文、250－251頁；HpHMopcK唾KpecTb朋HH．4

ceHT∬6P月1924．

1〈ソ3μκ・yKa3．　co蔓．　C．34－35．

双aπbHeBocTo噸b醗Kp組B雌φpax．　Xa6apoBcK，1928，　C．38。またセンサスによれば、ソ連圏籍

取得者数は8万4931人であるという。和田雨掲論．文、251頁。

1885年、ニコリスク・ウスリース．ク郡の貧農の家庭に生まれる。沿海州で郷会、郡会、州会

議員等を歴任。20年ロシア共産党入党。21年にはイルクーツクで朝鮮共産党大会の濡動に参

加、その中央委貴会のメンバーとなり、コミンテルン第3回大会の代表にも選出され、その

後もコミンテルン東方部朝鮮ビューロー等で活動した。1ぐ蹴MTKop磁C雌e見HTePHa照0－

Ha脳cTbl　B　60pb6e　3a　BπacTb　CoBeToB鼠a瓜aπbHeM　BocToKe（1918－1922）．M．，1979．　C．69－71．

βγどα’淫．yka3。　CTaT王）∫1．　C，155．

H傭C五Kope貢cK雌狂a服oHaπb無顧pa敢。疑JlyT夏｛HoMcKa　I｛cc／1e瓜oBaTe月月．　M．，199LC．14，

ノ1z、‘，　yxε，　KμλちEκン私yKa3．　co理．　C　47．

Hロ躍C．yKa3．（＝OL王，　C，　i　3．

ノ］「μ，yxε，1ぐμル【，　EH　y院．　yka3．　coq．　C．63．

βγ80撹・yka3．　CTaTI）凡C．156．

TaM＞Ke．153－154．
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刀loKyMe｝玉TbI　cBHμeTeπbcTByloT．擁3　HcTop顕賑鳳epe陰HK鷺aKaHyHeンI　B　xo鳳e　KoππeKTHB擁3auKン【1927－

1932rr．一鳳。八pe瓜．　B．rl．八aHHπoBa　H　H．A．　HBH服Koro。　M。，玉989．　C．18，

和田薗掲論．文、26玉一262頁Q

T願xooKeaHcKa月3Be3双a。圭6　ceHT96P∬1930．

丁口xooKeaHcKa烈3Be3瓜a．16Ma兄1930．

丁絞xooKeaHcKa班3Be3μa・1．7搬HBal）∫1193L

T匪xooKeaHcKa月3Be3瓜a．7aBrycTa　l930；双aπbHeBocTo・田b醗Ko瓜03照K．　Nb　9．1930。　C　14－15。な

おウラジオストク管区に分配されたトラクターの数は、後者によれば200台であった。

ノ王eHKHCKH蕨HyTb．21正｛o涯6P刃193L

T翼xooKeaHcKa513Be3瓜a．17HHBapH　l931．

加κ06α，1孕。α9脚槻・yka3。　CTaTb只．　C．86

T紅xoolくeaHcKa5｛3Be3Aa．24　Ma班193G。

駈鷹xooKeaHcKa∬3Be3双a．15瓜eKa6P∬1930；∫王eH班HcK聾藍HyTb．1只Hβap∫I　l93　L

駄平洋の蟹』に転載されたものを弓i探した。T肱ooKeaHcKa∬3Be3μa．15鵬Ka6遡1930．

馳xool（eaHcKa∬3Be3μa．15μeKa6p∬1930；零；：I　ELi繭掲諭文、266頁。

TI｛xooKeaHcKa班3Be3瓜a．8φeBpaπ班193L

lle｝｛ン【clくH登HyTb．26　a縣peπ∬1931．

丁工｛xooKeaHcKa∫13Be3瓜a。14ceHTH6pH　1930・

T猟xooKeaHcKa冠3Be3μa・20　anpeπ∬1929．

T1歪xooKeaHcKa∬3Be3鳳a．17φeBpa朋1931．

TI｛xooKeaHcKa疲3Be3以a．28　Ma∬1930．

TI｛xooKeaHcKa只38e3Aa．8ΦeBpaπ只193　L

T玉｛xooKeaHcKa只3Be3Aa．29ΦeBpaπH　1932．

Koじη7b’刀θ6．　O　HapTpa60Te　cpe以H　Kopef組eB〃Ha1H　nyTb．錘～6－7．1926．　C．4243．

κ3～oε6．yka3，　co覧1，　C．116．

駆xooKeaKcKa∬3Be3μa，15μeKa6p駁1930．なお、ここで評されている本はβ鋤∂θκ躍08　C．κ．　P迎coce．

服He　B双飢bHeBocTひ環oM　Kpae，瓢1坤pbl，ΦaKTbl｝ma励K）即H期，Xa6apoBcK，1930．である

あるため引用者による鶯曲を含んでいる斑能性は否定できないが、興味深い論点を含んでいる

ためあえてとりあげた。いずれ原テキストを確認したい。

rτσ1〈β．双．，BαμLfH　10．B．　CCCP　I｛KopeH　81917－1945　rr・一BK鷲・；OT・peA。至O．B．　BaHHI｛．　CCCP　M

Kope月．Mり1988．　C．57。

正シ～σ湧・yka3，　CTaTbH．　C，152，

［：三｛本図の得た悩報による。和ll：i：脚下論文、267－268頁。なお筆者はロシアの公文，，，等では確認

していない。

ゆ酬．yka3．　coq．　C．35■韮1内旅券制度の公式な導入は1932年であるが、もしこの情報が獲し

ければ、極東ではその実施が遅れたのであろう。

TaM＞1（e．　C．65，

ただし極東地方土地管理1；謁は、1922年11月15｝lllli（1亟東共不［l　l霊1がロシアに併合された日）以

前に移住してきた朝鮮人にはできる限りその摺住地で土地を．与え、政治的・家教ll勺理li｛ヨによ

る亡命者には移住時期にかかわらず即時に分．与地を与えるという方針をとっていた。TaM巌くe．

C．64－65．

Ta酸）Ke，　C，66．なお、1930年12月281三i付の麺東地方執行委員会韓部会議：事録によれば、30年
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92

93

94

95

に移住が予定されていたのは1万人である。

πμ，yxθ，1〈μ祐EHン瓦yKa3．　coq．　C　52－56．

極東の朝鮮語新麗。1923年、沿海一党委員会朝鮮都のもとで『3月1【：．．．．1』という名称で刊行

され、その後『先鋒』と改称、37年の強制移住まで存在した。

石lyεα覚・yka3．　CTaTbH．C．152．

瓦ソ3㍑κ．yKa3，　co・至．　C　71・

CTeHorpaΦHqeα〈蕪厳oTqeT　BToporo以aπ1）｝le－Bo（＝To・｛Horo　KpaeBoro　c’e3瓜a　CoBeToB　pりK。，　K．願K・

双er王yTaTOB．　C．116》161，255．

β伽∂b’p8θ五H．双aπbHeBocTo監IHb磁Kp舘〃hx鰍oKeaH．池2．1935。C160．この数字は塚ραOJ＝

瓜a灘，聡BocToqHb償Kpa覚B聴φpax．　M．，1932．の引用である。

HαMC．　yKa3，　coH．　C．23．なお金ソ困勢調査によれば、重937年の朝鮮人人口は16万8259人で

ある。これらの数字が正しければ、2、3年のあいだに3万人以上が減少したことになる。

ノ1わ‘κ06α，／1ρo‘κ）ノμ‘κα．yKa3・CTaTb月．　C．82・

1926葎のデータによれば、朝鮮語による識字率は173％（男性215％、．女性117％）、「他民族

の三三」によるものが16．4％（男性246％、女性8．2％）、全体では348％（勇性46．2％、女性20．0％）

である（それぞれの雷語による識字率の含計よりも多いが、そのまま引用した）。この調査

では、2カli蒲語で読み：灘きができる者に対しても、回答のさい、どちらかを選択させたので

あろう。また、朝鮮語による識字率とロシア語による識拳二三にあまり差がないが、母語であ

る朝鮮語の場合は話すことはできても読み書きができない者がかなりいたのに対し、ロシア

語の会話ができる者はその読み書きもある程度できたであろう。双飢bHeBOCTOHHbl宜Kp頷B

U｝1Φpax．　C．69．

H研CyKa3．　coq．　C．15；加，　yXε，1〈醐，伽y瓦yka3．　co鳳，　C．50．クージンによれば、極東の朝鮮

人村ソビエトは1924年に活動を開始し、24年に57（沿海県）、25年に87（同）、26年に105

（極東地方）、29年には140、混二二ソビエトは31（同）を．数えた。またこの140の朝鮮人村ソ

ビエトのうち、欝務を朝鮮語で行っていたのは19しかなく、それらはすべてウラジオストク

管区（うち14はポシェット地区）にあったという。1守3μH．yKa3，　co焦C．103－104，108，

Hβ海C．yKa3．　coq．　C．20．

双aπb且eBocToqHbl遊Kpa藍B玖KΦpax．　C．31．

Hσ麗C。yKa3．　co穫．　C．23．

ノへんoco6，　yka3．　co騒．　C．31．

1くソ3μκ，yKa3．　coq．C．105．

T願xooKeaHαくa∬3Be3μa．8φeBpaπ月1931．

T猟xooKeaHcKa只3Be3鳳a・20　anpeπH　l930・

伽，yxε，　K醜，　EH殉．　yKa3．　co導．　C．59－61．リおよひキムによれば、この報告は1929～30年ごろ

のものであると推察される。

96及oKyMeHTbl　c馴即丁釧bcTBy｝QT．　C．46－47．1932年末までに340万人という説もある。御8磁HΦ．

　　20－40－erQ八bl：瓜eHopTa玖翼H　HaceπeHH只cTepP｝1TopHH　eBporエe擁cKo錘PoccK蕨〃　OTe・｛ecTBeほHaH

　　嫉CTOPK∬．　Ng　4．1992．　C．41．

97　助8β髭H．Φ．KBonpocy　o　AeuopTa取KH　HapoAoB　CCCP　B　30－40－x　ro双ax〃KcToP｝｛H　CCCR　Ng　6．

　　1989．C。135；f｝paB双a．24　HoH6pH　1989．

98　　正シ8ρ採．20－40－eroμbl：μeHopTa耳願H　HaceπeHH51＿C．37－4　L

99　TaM涯《e，　C．荏4－45．
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ロシア極東の朝鮮入

100　／rμ，yXθ，　Kμ配，　Eκy瓦yKa3．　co隈，　C．21；涯eH賑H　KHq蹟．180KT∬6pH　1989．

101π14，yXε，1向M，　Eκy瓦yKa3．　coq．　C．64－65．なおカザフスタン南部とアラル海およびバルハ

　　シュ湖沿岸が選ばれたのは、それぞれ米作と漁業に従事させるのが臼的であったという説も

　　ある。Koκ£鍍cToP雛Kop碗ロeB　I〈a3axcTaHa，　C．54．

102　第一波の対象とされたのは朝鮮人が集申して住んでいた沿海州のポシェット、バラバシュお

　　よびナジェジュジンスコエ、ウスリー一州のモロトフ、グロデコヴォ、ハンカ、スパッスク、チェ

　　ルニゴフカ、スイフン、ホロリの各地区であった。静3雌．yka3．co積．Cl19；ノ1μ，　yXε，K朔，伽

　　y｝イ．y1〈a3，　co貰｛．　C．103＿104，

103　9月22口付のチェルヌィシェフの報告によれば、第一波の移住のうち、9月20日までに移住

　　させられたのは5万王299人で、第一・二波全体では7万8000人である。またエジョフは、第

　　二塁の移住対象蕾は2万4000人、国境地域からの移住者は金体で7万5000～7万8000人に

　　なるだろうとスターリンに報告している。∬μ，yX8，K既，Eκy瓦y｝〈a3。co隈．C90－92，109－l11．

　　一方ソコロフによれば、第一波の総数は5万9723人である。1砂3鮒，yKa3．　co暖．　c．12圭．

104　TaM＞Ke．　C．90－92．

105　金賛汀『シルクロードの朝鮮人選情報センター鉛版局、1990年、144－146頁。

106　∬zちyX¢Kμ廻，　Eκン短．　yka3．　cou．　C．70．

107職Mx＜e，　C　105，107－109；1守3L‘κ．　yKa3．　co蔓．　C．116－1王7．チェルヌィシェフによれば、9月20　H

　　までにカザフスタンへ2万1296人、ウズベキスタンへ3万3人が、それぞれ14と21の列車

　　で移送された。よって1列車あたりの平均ではそれぞれ1521人と1429人である。また彼が作

　　早した運行予定表から計算すると、移民用有蓋車の平均車爾数は52．6爾である。したがって

　　カザフスタン行きの列車は1爾平均28．9人、ウズベキスタン行きは27．2人乗っていたことに

　　なる。また全体では17万1781人が124列車で移送されているから、1列車あたりの数は1385

　　人となる。TaM＞Ke．　C　90－92，109，114．また、各車両には32～35人が乗っていたという証欝

　　もある。Kμ湿ττ．　yKa3。　coq．　C，25．

108　TaM＞Ke．　C，86－87．

109　勲M＞Ke．　C。116－126；1（ロH　r。　yKa3．　co穫．　C．89－93。

UO　ニコライ・ブガイ、高岡健次郎訳「ソ連における朝鮮人の強制移住一その実桐」『札幌学院大

　　学入文学会紀要正価52場、1992年12月、221－222褒。

111　∬μ，yxε，　Kμ用，　Eκy滋．　yKa3．　co隈．　C．76．

112　TaM＞Ke．　C．70．

113　TaM＞Ke．　C．66；金賛汀前揺｝書、96－99，152－157頁。

I14　TaM＞Ke．　C．70．

115　TaM）Ke．　C．70．

116　　TaM）Ke．　C，72．

H7　TaM）Ke．　C．80．

U8　TaM刷くe．　C．B6．県境地域からの移住者の合計を7万8000人とすると、移住者の総数から判断

　　して、第三波の移住者の合計は9万4000人弱となる。

I19　　τaM＞王くe．C，109－l11．

120　馳M＞1〈e．C．114－115；石ン8β滋且，　Bθ∂α，　XσP）ノκ‘ムH3　HcTopH聾江eHoPτa双猟”‘‘pyccKHx”Kope薩ロeB

　　〃刀〔py＞K6a　Hapo几oB。池7．1992．　C．220－221．

121　∬μ，yX8，　K扉毎，£H　y魏．　yKa3．　cひ1．　C．129－134．

122　TaM＞1くe．　C．139．
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i朔　　琢ミll‡匙一r

123

124

125

126

TaM＞Ke．　C．136－140．

党委員会・執行委員会・内務人民委員都の代表からなる委員会。

ニコライ・ブガイ、岡奈津子訳「極東からの朝鮮入強赫移控」ジ季干ll．1：：：・尋丘墨箏15．号、1993年、

139440頁。なおこの訳文には地名等に若干の誤訳および興野がある。

隅一．．L、　掻4445頁，5γ孤滋，　Bσ∂β．　yKa3．　cTaTb∫L　C．222－223．

［付配］本稿は筆．蓄が1993年12月に雨曝三〔大学に提出した修士諭．文をもとに、その後発表された研究

を踏まえながら、加筆・修．1：：｛三したものである。本稿の執筆にあたって多くの方々にお世霧舌になった

が、とくに大学院在籍中こ“指導いただいたq．澤井和夫先生、1．．1．［内隅之先生、翠帳鐘先生、和田春樹先

回、lll｛ソ連での資料駁集でこ“．協ガ．．．．ドさったゲルマン・キム氏、ポリス・バク氏、ニコライ・ブガイ

氏にまずお礼申し．．．1二げたい。奥園央先生および原暉之先生からは、筆者の疑問点について貴重なご

意見をいただいた。また最近の資料の入手では、一．．ヒ記の方々のほか、宇山智彦氏と渡邊卜｛日払にも

多くを負っている。面して謝意を表したい。ただしいうまでもなく、文中の誤りなどの資任はすべ

て筆者に帰するものである。

　　　Kope蜘b醗a　pOCC煎CK伽工手aπb獺eM　80CTOKe：
Coβθηκκ魔∬κα罵祝。κθπわん砺ηoπμ初μκα麗∂εη（4刀πα罵躍π

騒a翼yKO　O亙《A

　　　　　BHcToPKH　coBeTcK｝歪x　Kopef改瓢eB及。πrHe　roAbI　c）照ecTBoBa几瓢‘‘6e涯正・le買HTHa”Bpe3y且b－

TaTe　oTcyTcTBHH以ocTyエIa　K艮ocToBepHo蕨｝｛HφopMa耶伍．　Bo　BpeMH　HepecTpo搬（｝蛋3Ta　npo6πeMa

6blπa　peuJe獄a：3aKp王）ITble　apxHBHbIe以oKyMeHTb玉oHepece丹eR獄K　1937　ro以a　cTaπHμocTo∬HHeM

macHocTK．珂HΦopMa馴服甜｛aπa八onoπH騰cH　BocHoM照aH囲MK　o騒eBH馴eB　HpoKcxo琿B田照

co6blT煎，呂。πe照BKe　uero　6田。　BcKpblTo　MHoroφaKToB，闘acTHocTH，　cBH3aHKblx　c　Hac照b－

cTBeHHblM　nepece涯eH猟eM．
　　　　　BHocπe瓜HKe　ro瓜bl　cy取ecTBoBaHK只CoBeTcKoro　Colo3a　H　nocπe　ero　pacHa双a　6b班級

。耳y6πHKoBaHbl　HoB正・三e　pa60TbuIo　KcTop｝｛K　Kope貢以eB　Ha瓜aπbHeM　BocToKe　n　B　UeHTpaπbHo孟

A3HH，　KoTopble　xapaKTepH3yl〈）TcH　60πee　rπy60KKMK　Kcc涯eAoBaHHHMH翼pac服KpeHHeM

K3yqaeMoro　HepHo凪a　K　per班oHa．
　　　　　HacTo∬皿a只pa60Ta　nocB班環eHa　KpaTKoMy班3∬o涯（eR｝｛K〕McTop剛Kope沼縄eB　Ha及aπbHeM

BocToKe　Hocπe　ycTa疑oBπeHHH　CoBeTcKo抗BπacTK瓜。猟x及eHopTa耳班H　B　UeHTpa肪Hylo　A3班K）．

Hccπe双oBa鷺Ke　HaqHHaeTc∬cxapaKTepHcTKI〈K　Hoπo）KeHK只1（ope益遺eB　B　20－e　roAH　B　o6涯acTH

3eM∬eycTpo益cTBa｝I　Hoπyqe｝｛KH　rpa＞K瓜aHcTBa・刀；aπee　aBTop　nepexo即1T　K　BonpocaM以瓢cKpH－

MHHa艮K｝1・KoTopblM　B　xo瓜e　KoππeKTKBK3a耳HH　Ho瓜Bep「a∬HcB　Kope翼cKHe　Koπxo3｝MKH・
　　　　　OT双eπb頁。　ocBeH工eH　BoHpoc　o　HepeceπeH耳H　6e33eMeπb獄b王x　Kope鼓HeB　c　K）ra　Ha　ceBep

Kpa∬・KoTopoe・HMe∬upHHyμKTeπbHbm　xapaKTep・BIくoH艮e　KoH耳oB　HoTepHeπo　Key瓜aqy猟
AoKa3aπo　Hepa3yMHocTb　HpeAHpHH∬Tblx瓜e政cTBH数．　B　3aKπK）隈eH瞼mo江po6Ho　paccMaTpHBa－

eTc班BoHpoc瓜enopTa夏HH：KaKHM　o6pa30M　Hepeceπ∬π猟Kope藍皿eB　K　KaK　oTpearHpoBaπH　caM且

Kope薮玖b王Ha　3TM　cypoB正・玉e　MepbL　B以aHHo藍pa60Te　oco60　y瓜eπ∬eTc∬BHP【MaHHe　Ha　ToTΦaKT，

tlTo猟eAoBepKe　BπacTH　K　KopeKロaM・cy取ecTBoBaB且【ee　c　nepBblx「oゑoB　coBeT｝｛3a耳姐｛・3aBep齢

皿H／王OCb　MaCCOBblM　HepeCeπeHHeM．

　　　　　HepBble　cBeμeH猟∬oHepeceπeHHH　Kope錘取eB　Ha　poccH且（：KH鳶及aπbHM煎BocToK　oTHo－

cHTcH　K　60－M　ro以aM叩。腿oro　BeKa』epBo貝a篭a肪HbIe　3醐rpaHTbl　HepeceKaπH　rpaH瓢y　B

HoKcKax　xπe6a，　B　pe3yπbTaTe　roπo及a　Ha　poAHo叢3eMπe．　Hocπe　aHHeKαm正くope｝｛Hr｛oHン！e貢
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ロシア極東の輔鮮人

rlpo玖ecc｝｛MMI4rpa皿且班BHpKMopbe　cTa／I　yc阪πKBaTbc只，騒To　6bl／10　Bb13BaHo＞Ke獲aHI4eM　I｛36e一

）KaTb　ROII照TH篭eCKOe　K　3KOHOM瓢陵eCKOe鷹peCπe双OBaHKe．
　　　　　BPocc班｛60πbm班｝lcTBo　Kope貢取eB　3a田｛Maπocl）ceπbcK｝｛醒xo3∫泌cTBoM．刀／π∬H班x　caMo藏

cepbe3Ro離p・6πeMo瑚Bπ舩ocb　6e33eM働e撫1伽a涯03eMe／lbe．　OH照賑TaπH　Ha八e輝y　Ha

CoBeTcl〈yK）BπacTb，　KoTopa兄Morπa　6域pa3pe1H｝ITb　gT紅臓orlpQcbl。　CorπacHo　3eMeπb鷺oMy

Ko蒸eKcy　PCΦCP，　Bce　rpa＞KAaHe　Poccl｛Kレ！Meπ1｛HpaBo　Ha　HoπyqeHKe　3eM／1川町Tpy以oBoe　Hoノ王b－

308aHHe．
　　　　　0琿aKo　cpe駅Kope轍e8，　B　ToM顎。／le　l征coBeTcKI｛x　rpa＞K瓜aH，　ocTaπoα・MHoFo　6e33e－

MeπbHblx，　KoTopblM　r王pKxo艮KIIocb　6paTb　3eMπlo　8　apeH双y　3a　BecbMa　BblcoKy正。　ape｝聡KyK）

買πaT｝孔rIoπb30Ba／mcb　I〈ope厳cK｝｛M　TpyAoM｝｛MecTHble　rocy瓜apcTBeKHb王e　opraHI・1，　KoTopble

B臓e服四coBblMK　H∬aHTal柔期MH且。猟脳a照60雁b理14e　n四6H朋．
　　　　　温ecTHble　HapTK蕨田）le　opraHb玉oTHoc猟π1厘cb　K　Hpe以ocTa8涯eH斑。　Kope訪亙スaM　coBeTcl〈oro

rpa）K瓜aHcTBa　BecbMa　ocTopo＞KHo，　r三〇瓜03peBa∬Kope鷺耳e88‘‘He6／IaroHa及e）KRocTゴ’H‘‘且rloH－

cK・M離HoHa）Ke’ cT・6b・πo・6ycπ・BπeHo　l｛・6beKT夏鷹BI｛bl剛np蝋lma鴫cpe脳KoT・pblx

猟eo6xo1天1｛Mo　oTMeTKTb　BoeHHyK）1嚴｛TepBeH瓢1410只rloHKK，　KoTopa∬，　c　o瓜班。蕨cTopoHbl，　Hoμa－

B脚aKope薮cKoe　ocBo60以14Teπ硝oe　AB畷eH玉｛e班鷺a鷺a脚a　Ha　Kope細eB　HpHMopb≦1，　a　c

瓜pyroH，　Hcr【oπb30Ba／la可acTb　I〈opeH瓢e8　B　cHoKx　HHTepecax　Bo　8peM∬oKKyHa取｝｛K．

　　　　　肋eH瓢eHTp鍛bHorQ　6K）po　Kop磁cK碗1〈oMHapT剛XaH　MeR　Ce，叩e馴。※協co鉱aHKe

K・pe銑cK・薮aBToKoM職猟acTaHBaπHa　T・M，　qT・6b玉K・pe藍cKoe　Hace尺e｝｛Me，　opraHK30BaHHoe

BHa取HoHaπbHo－1〈yπ1）TアpHy王。　e瓜K蓬｛班取y，　B3∬πo‘‘Ha　ce6∬獄HH耳HaT｝1By鷺。／II｛K8猟瓜aUK紅ouaroB

HnoHcKoro服H湘Ha＞Ka”．　Ho　ero　Ko照en照H　He　6b班a　peaπ猟30雇aHa．

　　　　　Ko朋eKT朋H3a駆解noco6cTBoBaπaア1y瓢e鷺mo∂KoHoM猟ecKoro　noπo＞KeH雌Kope貢一
UeB，60／1王）RIMHcTBo　H3　KoTopblx　Bπaて｛Kπ1｛ロ。几y罫。πo八｝｛oe　cyl瓢ecTBoBaH玉｛e　B　KoH耳e　20－x　ro皿oB．

猛ooHH，　KaK瓢Hpe瓜cTaBHTe∬柵下py旧聞x鷺apo焦08，　B　To）Ke　BpeM貨TaK）Ke　HcHb1Ta∬践Bce　T黛roTbI

Haα｛πbcTBeHHo鼓KoππeKT頚8鍍3a取HH　H　pacKy／la℃IKBal｛KH．　Boπee　Toro，　Kope難cl〈Ke　Iく。πxo3bI　Pi

oT瓜e」IbHHe　I〈o雁xo3H嫉K鮫no瓜BepraπHcl）以1｛cKp翼酸KHaI黒瓢H　co　cTopo猟王）I　coBeTα〈Hx　K　xo3蹉KcT－

BeHHもlx　opraHoB班pyccKHx　KpecTb∬H．
　　　　　王’loπo）1＜HTeπbHylo　poπb　B　yπyqHleHI伍Hoπo＞Ke田1只Kope貢UeB　cblrpa涯a　I｛a隈aTaH　MecT－

Hb1MH　napT煎Hb王MH　opraHaMK　60pb6a　c“Be照Ko双ep＞KaBHbIM脚BI狙H3MoM’㌔KaK　pe3y脳aT

Ho腿mKK　MocK8bl，　KoTopaH　Tpe60Baπa　BblHo照eHHH／leH照cK磁Ha耶oHaπ膿碗no照T駅H
Ha　MecTax．　Kpo巌e　3Toro，　pa3peエHeH員e　Ha瓢｝｛oほaπbHb1x　BoHpocoB　no　oT簸01HeH斑。　K‘‘BocToH一

ほbl即a60・王脳”脳eπ060ノ・b田oe　Ho脳T姻ecKoe　H　3KoHoM眠ecKoe　3HaqeHKe．　Bo－HepBblx，

oHo，　KaK即e双Hoπaraπocb，　Morπ06bl　co鳳e煎cTBoBaT研。恥eMy　peBoπ玲照oHHoroゑBK照e照∬

BKopee　H王くMTae，1鷹80一臓Topblx，　Kope叢艮bl，　BMecTe　c　K鉦Ta薩政aM貝，班rpaπ翼cy取ecTBeHHyK）

poπ1）BHapo瓜HoM　xo3H薮cTBe以aπbHero　BocTol〈a・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　HeHpepb【BHa鰭ope益cKa∬脳MHrpa照只Bb13鵬a菰a　npo盟Bope脳80e　omo田eHHe　K

3To酸y囎oHeccy・O瓜HH　BH瓜e腿BKope触axτpy聯lo6HBHx　KpecTb51H　c　rπy60KH醗31｛a齪M

P駁coBo及cTBa賑cqMTa∬M・｛∬o　KopeK艮bI厳。「yT　BHecT蔵BKπa双Bpa3B紅THe　3Ko鷺oMP【K｝I　IくpaH，瓢

CoBeTcKK煎Colo3以。」DKeH　6πaro）Ke／1aTe／1bHo　oTHocKTbcH　K　rlpoπeTapclG｛M　MaccaM，　yrHeTe｝1－

HbIM　Kope益cKHMK　HoMe田頚KaM哲H只HoHcl（｝三MH　KoπoHK3aTopaM凱A即）ぼMe　Ko｝｛cTaTHpoBaπH，

qTo　oH重【，　Bb王TecHH∬pyccl（四（珂3　HorpaH紅畷臓正・D（pa黄。｝loB，　yrpo）Ka王oT　6e30獄acHocTH　rocy以ap（＝TBa

HMoryT　cTaTもopy瓜KeM　KHTepBe鳳1籍【｝｛獲HOH班H・

　　　　　BKoHue　20－x　ro以oB　Raqaπocb　orpaHHHeHHe　npK61）ITK獲Kope貢cl〈Hx　HepeceπeH取eB，　c

Aa肪He贅ulHM　ero　HpeKpa砥e鷺KeM．　A　6e33eMe丹bHI・lx　Kope宜瓢eB，　yx（e　oceBHIHx　B　rやKMopbe，

pe田HπK　pacceπ烈Tb　Ha　ce8epe以a涯bHeBocToqHoro　KpaH，頚‘‘oc呂060＞｛qeHHb1e”KM矧MecTa

HoA」Ie＞Kaπ販3aceπeHmo　HepeceπeH耳aMH　H3取eHTpa几b最blx　pa覚oHoB　CCCP・ε）丁台Hπa薫｛H

oKoR蝋画cb叩oBaπoM，　TaK　KaK　Ha3Ha可eH撒e　MecTa　Re　6b班Hpl｛ro耶bl　K　3eM邸e腿lo，　a

＞KHπM砥HHe　K以pyrKe　ycπoB｝｛刃oKa3aπ｝｛cb　KpaI4He　HeyゑoBπeTBop賑．TeπbHHMI｛．

　　　　　B30－e　ro双bl　Ha及a涯bHeM　BocToKe　co3及a8aπKcb　aBTo｝loMKble　oKpyra，獄a環五〇Ha汀bHble
　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ

paHoHわI　H　ceπbcoBe7bl　B　paMKax　KopeHH3aHHI｛　aA磁HHI4cTpaT蕪瞬lo”TepP顕ToP｝蛋aπbHo「o
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岡　　奈津子

ycTpo黄cTBa　perHoHoB　Hace涯e田bIx　Ha脳oHa肪Hb王MH　MeH園HHcTBaM狐1〈ope酸。廻MH
Ha3blBaノ更Hcb　KcHo／IKoM　flocbeTcKoro　pa虚oHa，照e　90％Hace／leH遅H　cocTo∬ノ更。｝f3　Kope】眺夏eB，　H

60涯ee　150　ceπbcoBeToB　B　3ToM　K瓜pyrHx　Pa貢oHax・O及HaKo　Bo　Bcex　Bb玉H王eHa3BaHHbIx　cTP）月KTy嘗

pax　He　x8aT欲。　Ha耳HoHaπbHblx　Ka及poB，頚及eπoHpoH3Bo湾cTBo　no礒T瓢He　Beπocb　Ha　po及HoM

只3b1Ke．

　　　　　BTo）Ke　BpeM月，30－e　ro几bI　coBeTcKo益ゑ【cTopH班Mo）KHo　Ha3BaTb　Hep瓢。πoM　MaccoBblx

瓜enopTa耳KH・Kor瓜a　Hepece涯∬πK　MHπ几HoHb王πK）以e瓢｝｛双eπble　HapoAbI・1〈oTopble　c町｛Ta灘蛋cl・

騨aKa闘頁06BH朋駅b　B廻H班oHcKo倣Hpe艮aTeπbcKo誼双eHTeπbHocTH．　K　ToMy＞Ke　HaKaHyHe

瓢epeceπeHHH　Kopef頚eB　BHe皿H∬H　o6cTaHoBKa　Ha　AaπbHeM　BocToKe　cTaπa　I〈pa貢He　I｛a汀P只）Ke｝｛一

班。貢H3－3a　oKy頁a琿H　MaHbu＞Kyp照HoTKpoBeHHo雌aHTHcoBeTcKo鼓Ho腿盟K瓢H鷺oHHH・

　　　　　双e薮oPτa以朋Kope頭eB　oc皿ecTB剛acbπBy潮pemeH獺MK．　HepBoe∬B㎜ocb　pe班eHHeM

CHK　K耳1〈BKn（6）oT　21aBrycTa　1937　r，　co班acHo　KoTopoMy　6b王πo　Hp甑a3aHo　r三epece朋Tb

Kope錘以eB，　Hpo）KKBal〈）取Hx　B　HorpaHHて｛｝｛blx　pa蕨oHax刀；a雁）HeBocToqHoro　Kpa5｛‘‘B　1エeπHx

Hpece穫eH駁班πpoHKKHoBe鷺K班班HoHcKoro　1HH盟oHa丑くa”．　A　8Topoe　peuleHHe　CH｝〈oτ28　ceH－

T∬6pH　Toro）Ke　ro艮a　HpeAHoπaraπo　rlepeceπeH瓢e　Bcex　Kope孟取eB，　ocTaBK［Kxc∬｝｛a皿aπb｝｛eM

BOCTO王（e．

　　　　　Bcero　6b班。　Hepece／leHo　B　1〈a3axcTaH聾yヨ6eKHcTaH　60／Iee．170　TblcH騒qeπoBeK，norpy一

）KeHHbIx　BτoBapHb王e　BaroHbl．　ApxKBHb王e瓜oKyMeHTbl　AoKa3blBa王oT，贋。　He　Bce　Kopef碩bI
‘‘

窒PpaBHπbHo　rIoHHπH”3To　MeporlpH∬T瓢e，6bI∬取班TaKI｛e，　KoTopbIe　KpKT｝｛KoBa／1猟HapTH王o

HHpaB頚TeπbcTBo　H　BbIpa）…〈aπH　Bo3My環eH紅e　npoT班B　He　oHpaB瓜aHHoH　no／IHTHKK，
　　　　　He　cTaB只cBoe貢瓢e肪K）HoπHb臓oxBaT　KcTop照Kope貢皿eB，　aBTop　c脳TaeT　ce6H　o6H3a鷺一

Hb・M　oTMeTHTb　xopo王∬側3BecTHも・eΦaKTb王ycne皿Hb・x八ocT燃e照鉱ope蜘eB　Ha駆鷺oB磁

PO耶He・
　　　　　ABToρBbIpa＞KaeT　KcKpeHHIo王06πaro鳳apHocTb　rπy60Ko　yBa＞KaeMb王M　yqeHb王M　BopHcy

AMKTpKeBH穫y　BaKy，琵pMaHy　H｝IKoπaeB四y　KKMy，　H　H照。πaK）ΦeAopoBH隈y　ByraK）3a　HpeAo－

cTa8πeHH王∬e　MeTap班aπb王H皿e｝｛Hble　co｝3eTbL
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